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希釈し，FI法と同じ分析条件でイオンクロマトグラ  

フィーにより硫酸イオンを測定した．  

2． 結果及び考察  

2・1 再生油及び廃油の定五条件検討  

2・1・1 検量線   

FI法の定量性を確認するため，硫黄分0．23，0．58，  

1．05，2．01％の標準試料を分析し，下記の回帰式を得  

た．  

y＝1，03Ⅹ－0．05   r＝0．99   

（y：表示硫黄分，Ⅹ：測定値，r：相関係数）  

2・1・2 繰り返し精度試験   

硫黄分2．01％と0．58％の標準試料を用い，FI法の  

繰り返し精度試験を実施し表1の結果を得た．各々22  

回の測定で，平均値はそれぞれ2．04％，0．52％と表示  

硫黄分と良く一致し，変動係数もそれぞれ0．024，0．030，  

0．016と実用上十分な値を得た．  

表1 Ft法による繰り返し精度試験  

l←1，0血→l  l十25mmナJ  

図1 燃焼フラスコ及びろ紙の形状   

バーナーでろ紙端に点火して素早くフラスコ内に挿入し，  

栓及びフラスコをしっかり押え燃焼させた13‾14）   

燃焼後，時々フラスコを振り混ぜながら30分間放置  

した後，過剰の過酸化水素を分解するために，燃焼フラ  

スコに白金線を加え沸騰水浴上で10分間放置した．冷  

後，吸収液を再生油と廃油の時は50mJ，石炭の時は  

100m上のメスフラスコに移しメスアップ後，0．24／′m  

のミリポアーフィルターでろ過し，イオンクロマトグラ  

フにて溶離液流量2mJ／分で硫酸イオンを測定した．  

測定値は，次式により算出した．   

硫黄分（％）＝KX貰×音  

K ＝1．669（再生油，廃油）  

K ＝3．338（石炭）  

PHT＝試料溶液のピーク高  

PHS＝標準溶液のピーク高  

W ＝試料採取量（mg）  

C ＝標準溶液の濃度（ppm）   

FI法と比較検討した各種の方法を以下に示す．  

XE法：JISK2541（1984）によった．  

CT法：JISK2541（1984）によった．  

E S法：JISM8813（1976）によった．  

BG法：JISM8814（1985）に規定するB型熱  

量計ポンプに，試料約1，Ogをとり，酸素を25－30  

kg／cm2まで圧入して試料を燃焼させポンプを冷却しな  

がら30分放置した．ついでポンプ内容物を蒸留水でよ  

く洗い出し，以後JISK2541（1984）に規定するボン  

ベ式質量法に従い，沈澱をろ過後塩化バリウム溶液を加  

えて硫酸バリウムの沈澱を生成させ重量法により硫黄分  

を求めた．  

BI法：上記と同様の操作で得られた試料溶液を，  

200mゼのメスフラスコに移しメスアップ後さらに10倍  

標準試料  

硫黄分  2．01  0．58  
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単位：S％  

Z・1・3 実試料の比較試験   

FI法とCT法及びXF法との比較試験を再生油と廃油  

について行い表2の結果を得た．FI法とCT法の分析  

結果は良く一致するが，FI法の方が系統的に小さい値  

を示すように見えるので符号検定を行ったところ，有意  

水準1％で2つの分析法の間に差がある辛が分った．  

そこで，CT法で得た試料をイオンクロマトグラフィー  

で検討した結果，図2に示した様にクロマトグラム上  

に塩素イオン等の酸性物質のピークが認められ，その差  

のかなりの部分を滴走誤差で説明出来る事が分った15）．   

XF法は，CT法とほぼ同じ値を示し，従ってイオン  

クロマトグラフを使用したFI法の測定値より若干高め  

となるがその誤差は0．1％以内であり，再生油と廃油の  

定量に使用可能な事が確認された．但し，金属の沈降物  

や水分が特に多い試料にⅩF法を適用する事は，先に述  

べた理由により注意が必要である．  

2・2 石炭の定玉条件検討   

FI法よる石炭中の硫黄分測定結果を，BG法，ES法，  

BI法の測定値と共に表3に示す．石炭は固体のため，   
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表 2  FI法．CT法，ⅩF法による硫黄分測定値と  

塩素含量  
3．ま と め   

FI法は，重金属や水分の影響を受けず，廃油と再生  

油中の硫黄分を簡単に精度良く測定できる．その正確さ  

は，硫酸イオン以外の酸性物質による滴定誤差を受けな  

い事を考えると，CT法よりすぐれている．石炭への応  

用については，FI法の場合は採取する試料量がすくな  

いので，試料量が多くとれるBI法により分析するのが  

正確さの点ではより良いと考えられるが，実験結果を見  

ると試料量50mgで100Mesh以上であれば実用上全く  

問題はなく，おおがかりな装置を必要としないFI法は  

簡便さの点でBI法よりすぐれている．石炭の場合は特  

に，重量分析を伴うES法やBG法と比べると，分析時  

間の大幅な短縮がFI法により可能となる．FI法は通常  

の重油についても，試料皇が少い場合及び異物や水が混  

入している場合には有用な定量法であり，又，RI法や  

ⅩF法による分析結果に疑義のある時に，FI法により分  

析値を迅速に確認出来る．   

燃焼フラスコ中には燃焼に必要な酸素量の20倍以上  

が入っているが，重油や再生油の場合には燃焼が急なた  

め試料量が20mgを越えると部分的に酸素不足となりス  

スが発生する事がある．しかし定量には影響せず表1  

の繰り返し試験にはこのようなケースがいくつか含まれ  

ている．石炭の場合も同様にススが発生する事があった  

が定量性には問題はなかった．石炭の場合，試料量は多  

いが燃焼速度が遅いため酸素不足の点では相殺されてい  

る様である．   
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検 体  FI法  CT 法  ⅩF法   CI【■  
1  0．54  0．62   

2  0．69  0．74  

3  0．61  0．62   

4  0．64  0．74  

5  0．75  D．76  

6  0．73  0．75  

7  0．57  0．58   

8  0．87  0．79  

9  0．70  0．74  

10  0．69  0．84  

11  0．60  0．70  

0．61  0．03  

0．73  0．02  

0．65  0．00  

0．71  0．03  

0．76  0．02  

0．76  0．05  

0．60  0．01  

0．89  0．00  

0．72  

0．74  0．08  

0．70  0．01   

＊：S％に変換  －：欠測  単位：S％   

測定精度については試料量と粒度が問題になる．そこで  

試料量を10mgとし，微粉炭燃焼に使用されている微粉  

炭（200Mesh程度16））と鉄乳鉢で粉砕し50Meshのふ  

るいを通過したもの各々 2検体についてFI法による  

10回の繰り返し精度試験を実施した．   

試験結果は，微粉炭については誤差範囲が±0．1％  

以内であり，50Meshの場合には±0．2％ととやや大き  

くなるが，10回の平均値はいずれも他の2法と良く一  

致する事が分った．   

以上の実験により試料量と粒度が測定精度に及ぼす影  

響度が推察出来たので，ボールミルにより風乾試料を  

100Mesh以上に粉砕し試料量を50mgとし検液を  

100mJにメスアップする事にしてFI法による実験を  

行った．実験は4検体について各々 3回の測定を行い，  

比較のためBI法による測定も行った．その結果，すべ  

ての検体について3回の測定誤差が±0．1％以内であ  

り，BI法との比較でも測定値の差は±0．1ヲ‘以内であ  

り，FI法は石炭の定量に十分使用出来る辛が分った．  

表 3  石灰中硫黄分のFI法，BG法，ES法，BI法による測定値及びFI法による繰り返し精度試験  

試料 番 号  試料1  試料2  試料3  試料4  試料5  試料6  試料7  試料8   

Mesh  200  200  ＜50  ＜50  ＜100  ＜100  ＜100  ＜100  
試料量（喝）  10  10  10  10  50  50  50  50  

測 定 回 数  10  

最 大 値   0．朗  

最 ／ト 値   0．73  

平 均 値   0，78  

変 動 係 数   0．041  

10  10  

2．82  2．64  

2．66  2．27  

2．76  2．38  

0．017  0．047  

10  3  

2．22  1．61  

1．90  1，50  

2．06  1．55  

0．053  0，030   

3  3  3  

2．35  1．77  1．90  

2．30  1．75  1．81  

2．32  1．76  1．84  

U．010  0．005  0．022  

B G 法   0．81  

E S 法   0．70  

B l 法  

2．60  2．34  

2．48  2．35   

2．71  

l．99   

l．94  

1．50  2．18  1．74  1．79  

単位：S％   
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図 2  イオンクロマトグラフィーの一例  
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1‥C1 2：NO； 3：SO…‾  
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テトラクロロエチレンによる地下水汚染  

鳥羽峰樹・北森成治・角 敬之＊1，南里元木＊2・近藤紘之   

福岡県衛生公害センター（〒818－01福岡県太宰府市大字向佐野39）   

＊1福岡県筑紫保健所（〒816 福岡県大野城市白木原3－5－25）   

＊2福岡県環境整備局公害課（〒812 福岡市博多区東公園7－7）   

Contaminationoftetrachloroethyleneintoground waterobserved   

ataportionofN－maChi，Fukuoka．   

MinekiTOBA，ShigejiKITAMORI，KeishiSUMI＊1，MotokiNANRI＊2  
and HiroyukiKONDO  

F㍑如0たα且れγiγ㈹刑どれぬ用どぶgαⅣ九αれfgγ，39．九九払血糊，βαZαイル，F祉払0れβJβ一朗，ル留α軋  

＊1 T五如ざ九五月紺肋Cg彿Jgγ，S九血抽α用，0九鶴如，F混血0れβJ6，佃α軋  

＊2 Eれγ五仰抑gれねJ〟α慮れナビ彿α彿Cgβ制作α玖仇gαざ九五一触一，F打払l∂れβJ2，カ♪α軋  

〔Keywords：Tetrachloroethylene，Groundwater，Fukuoka－prefecture．〕   

に25市町村，1988年度に22市町村，1989年度に10  

市町村について，1市町村につきそれぞれ5か所の井戸  

を選び，調査を行っている．また，その中で，上記の化  

合物による汚染が確認された井戸に関しては，さらに周  

辺地域に調査範囲を広げて，実態調査を実施し，汚染実  

態及び汚染源の把握を試みている．  

1984年度の調査で，N町Ⅰ地区の井戸水が，テトラ  

クロロエチレンについて，厚生省の水道水暫定基準値  

（10／∠g／りを超える18／∠g／Jという高い数値を示したの  

で，1984年10月から1985年3月にかけて，Ⅰ地区の  

地下水汚染の実態調査を行った7）．また，その後のⅠ地  

区のテトラクロロエチレンによる地下水汚染の推移を知  

るために，1990年1月に同一井戸について再調査を行  

い，若干の知見を得たので報告する．  

調査方法  

1 調査地域の概要   

N町は，福岡都市圏に含まれ，地形は南北に長く，二  

級河川N川が町の中央を，二級河川K川が東側を，とも  

に北流して谷底平野を形成し，福岡市へ流れている．ま  

たN町は，福岡市のベッドタウンとして最近，急激に人   

近年，金属製品の脱脂，洗浄やドライクリーニングの  

洗浄剤として広く用いられている低沸点有機塩素化合物  

による地下水汚染が，全国的に進行していることが，各  

地で明らかになってきており1）2），福岡県内でも，テト  

ラクロロエチレン等による地下水汚染が顕在化しつつあ  

る3）4）   

低沸点有機塩素化合物のうち，トリクロロエチレン及  

びテトラクロロエチレンについては，発癌性や変異原性  

の疑いがあり，世界保健機構（WHO）は，飲料水の暫  

定ガイドラインとしてそれぞれ30／∠g／J及び10／∠g／机上  

を報告している5）．さらに，トリクロロエチレン，テト  

ラクロロエチレン及び1，1，1－トリクロロエタンに関して  

は，厚生省は水道水の暫定水質基準6）として，トリクロ  

ロエチレンで30／∠g／ヱ以下，テトラクロロエチレンで  

10〝g／J以下，1，1，1－トリクロロエタンで300／∠g／J以  

下という値を示している．   

そこで，福岡県においても，これら低沸点有機塩素化  

合物による地下水汚染の現状を把握する目的で，1984  

年度から県内の飲用井戸水を対象に，トリクロロエチレ  

ン，テトラクロロエチレン及び1，1，1－トリクロロエタン  

による地下水汚染実態調査を実施しており，1984年度  
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表1 全調査対象井戸のテトラクロロエチレン濃度比較  
口が増加し，都市化が進んでいる．   

今回の調査対象地区であるⅠ地区は，町のほぼ北部に  

位置し，もともと農村地区であったが，最近急速に宅地  

化が進み，現在，農家と一般住宅が混在している．この  

Ⅰ地区の地質は，風化された花崗岩を母材とする沖積層  

で，地形は，低位段丘と自然堤防より成り立っている．  

2 調査年月  

1984年10月から1985年3月（調査Ⅰとする）及び  

1990年1月（調査Ⅱとする）．  

3 調査方法  

1984年度の概況調査の結果を基に，図1，図2に示  

すように，2本の河川にはさまれた区域を中心にして，  

43本の井戸を選び調査地点とし，1984年10月から  

1985年3月及び1990年1月に聞き取り調査及び採水を  

実施した．   

調査対象井戸は，個人用が大部分で，井戸の深さ及び  

井戸を掘った時期については，表1に示したとおりであ  

り，現在，井戸は一般の日常生活の飲用水及び雑用水に  

利用されている．   

なお，この地区は，上水道給水区域内となっている．  

実験方法  

1 試料の採取方法   

テトラクロロエチレン等分析用試料は，100mゼのガラ  

スビンに満水にし，水冷して実験室に搬入した．また水  

質検査用試料は，ポリエチレン製ビンに採水した．  

2 分析方法   

テトラクロロエチレン，トリクロロエチレン及び1，1，1－ト  

リクロロエタンの分析は，厚生省環境衛生局水道環境部  
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長通知6）によるヘッドスペース・ガスクロマトグラフ法  

で行った．  

装置及び分析条件   

ガスクロマトグラフ：柳本製作所製YanacoG80型   

検出器：電子捕獲型検出器   

カラム：20％シリコンDC550，クロモソルブW  

（AW，DMCS）80－110メッシュ，ガラスカラム，   

3mmX3m．   

カラム湿度：90℃   

＾   B C D E F  
テトラクロロエチレン濃度  

図1 テトラクロロエチレン濃度の度数分布比較  

（注） テトラクロロエチレン濃度（〟g／J）  

0≦A＜1；1≦B＜10；10≦C＜20；20≦D＜30；30≦E＜4D；F≧40  
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往入口及び検出器温度：200℃   

キャリアガス：窒素，25mJ／min．  

一方，その他の水質検査は，上水試験法に準処しが）．  

結果と考察  

調査Ⅰ及び調査Ⅰにおいて，テトラクロロエチレン等  

の分析を行った結果，テトラクロロエチレンについて以  

下に示すような結果が得られた．なお，トリクロロエチ  

レン，1，1，1－トリクロロエタンは検出されなかった．   

図1は，調査対象井戸（43本）について，調査Ⅰ  

（1984年10月－1985年3月）と調査Ⅰ（1990年1月）  

のテトラクロロエチレン濃度の度数分布比較を示してい  

る．図に示すように，調査Ⅰでは，調査Ⅰに比較して，  

テトラクロロエチレンの高い濃度を示す件数が，全体的  

に減少し，低濃度を示す件数が増加している．また，井  

戸水中のテトラクロロエチレンの最高値についても，調  

査Ⅰでは，49／Jgハであったが，調査Ⅱでは21／Jg／Jと  

大幅な減少傾向を示しており，43件中水道水の暫定基  

準値（10／Jgハ）を超えたものは，調査Ⅰでは16件，  

調査Ⅱではわずか5件であった．   

各井戸別毎のテトラクロロエチレンの測定結果と聞き  

取り調査に基づく井戸の探さ及び井戸の設置年を，表1  

に示す．井戸の探さは，43本中35本が，20－30mの  

深さであり，また設置年は，1960年から1984年の期間  

で，比較的新しい井戸が多い．テトラクロロエチレンの  

測定結果について，各井戸別毎に調査Ⅰと調査Ⅲを比較  

すると，No．41の井戸を除いて，いずれも調査Ⅲで明ら  

かに減少がみられる．そして，調査Ⅰで水道水の暫定基  

準値を超えた井戸（16本）について，調査Ⅱで，どの  

程度減少したかを，調査Ⅰに対する調査Ⅰのテトラクロ  

ロエチレンの濃度割合で比較すると，5％（No，27）か  

ら64％（No．21）の範囲内にあり，そのほとんどが，  

50％以下に減少していることがわかる，   

また，井戸水の水質変化をみるために，前記調査でテ  

トラクロロエチレンの残留比の異なる7本の井戸を選定  

し，一般水質項目であるpH，電気伝導度，■塩素イオン  

濃度及び硬度を測定し，調査Ⅰと調査Ⅰとの比較を表2  

に示した．その結果，テトラクロロエチレンの減少にか  

かわらずいずれの井戸でも，これらの水質項目について  

経時変化は認められなかった．   

図2に調査Ⅰ，図3に調査ⅠのⅠ地区での採取試料に  

ついて，それぞれ検出されたテトラクロロエチレンの濃  

度分布を示した．図2と図3を比較すると，井戸水中の  

テトラクロロエチレンの濃度は，明らかに調査‡では減  

少しているが，汚染範囲については，経時的にみて大き  

な変化を生じていなかった．即ち，テトラクロロエチレ  

ンが検出された井戸は，図2及び図3のいずれの場合も，  

N川とK川に挟まれた南北約500mの区域に集中してい  

る．この区域外であるN川とK川の両側及び南北の幹  

線道路の外側では，暫定基準値を超えた井戸はなかった．  

また，調査Ⅰについては，テトラクロロエチレンの濃度  

分布の広がりが，南から北に約500mの範囲に広がって  

いることを示したが7），調査Ⅰについても，図2と図3  

を比較すると，同様の結果と考えられる．   

以上の調査結果から，テトラクロロエチレンの汚染発  

生源は，1か所である可能性が高く，しかも一過性の汚  

染ではないかと思われる．つまり調査Ⅰに比較して調査  

Ⅰで明らかに減少が見られたのは，汚染源からの継続的  

な汚染がなかった結果であると推測される．また，汚染  

源としては，高い濃度を示す区域内と推定されるが，調  

査Ⅰ終了後，この区域内で，テトラクロロエチレン等を  

使用する事業所及び汚染源となるような原因を調査した  

が見当たらず，調査Ⅰに際しても再度調査を行ったがや  

はり原田が見当たらなかった．   

一般的に，地下水では流れによる希釈・拡散が少なく，  

生物等による分解反応も速くないことから，経時的濃度  

変化は遅いと思われる．そのため地下水は，一度汚染さ  

れると，長期にわたって有害物質が残留し，その回復が  

表 2  テトラクロロエチレン（PCE）濃度と水質検査結果  

井戸の  井 戸   PCE濃度比  pH  電気伝導度   塩素イオン濃度  硬 度  

No． 深 さ  設置年  （〟S／cm）  （mg／l）  （mg／l）  

（m） （西暦）  口／l  I  口  I  n  l  Ⅱ  Ⅰ  Ⅱ  

6．3    6．2  

6．4    6．2  

6．3    6．4  

6，4    6．3  

6．5    6．4  

6．2    6．3  

6．4    6．5  

220   232   17．0  16．8   64  73  

440   235   18．1  19．5   68  73  

225   228   20．2  17．7   71  67  

210   227   17．0  16．2   69  66  

195   241  16．7  16．1   65  73  

210  193   17．7  14．3   63  60  

215   215   19．2  18．8   64  64   

24   22  1975  0．09  

18   30  1975  0．16  

8   20  1977  0．25  

19   25  1977  0．34  

13   24  1974  0．46  

20   22  1960  0．49  

16   20  1978  0．57  
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0  250  500m   
0  250  500m  

図 3  井戸水中のテトラクロロエチレン濃度分布  

（調査Ⅱ 1990年1月）  

図 2  井戸水中のテトラク口上エチレン濃度分布  

（調査I1984年10月－1985年3月）  

きわめて困難であるといわれている．中杉9）は，地下水  

中のトリクロロエチレン濃度変化について，4年間の結  

果に基づき，深層地下水は濃度変化が少なく，浅層地下  

水も季節変動を示すものの，経年的にはほとんど変化し  

ないと報告している．しかし，大金らは10），仙台市の  

低沸点有機塩素化合物汚染地区の井戸10地点を定点と  

し，汚染レベルの経時変化を4年間にわたって観察し，  

トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン及び  

1，1，1－トリクロロエタンの汚染レベルはいずれも低下の  

傾向にあることを報告している．  
■l   

今回の結果から，l地区でのテトラクロロエチレンに  

よる地下水汚染は，経時変化にともない減少傾向を示し  

たが，まだテトラクロロエチレン汚染が継続しているこ  

とが明らかであり，今後も監視調査が必要と考えられる．   

行政指導については，調査Ⅰ終了後，調査結果に基づ  

き，飲用に用いられている井戸については，早急に上水  

道への水源転換すること，やむを得ず，飲用する場合は，  

煮沸後に飲用することを指導したが，調査Ⅱにおける聞  

き取り調査では，ほとんどが飲用に際しては，なんらか  

の注意を払っている事が確認された．  

ま と め  

1984年度の福岡県におけるトリクロロエチレン，テ  

トラクロロエチレン及び1，1，1－トリクロロエタンによる  

井戸水汚染の概況調査の結果，N町l地区の井戸水が，  

テトラクロロエチレンの水道水暫定基準値（10／‘g／J）  

を超える値（18／ノgハ）を示したので，その汚染井戸周  

辺においてテトラクロロエチレン等の調査を実施した．  

その後1990年1月に，再びl地区を対象に，追跡調査   
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を行い，テトラクロロエチレン汚染の経時変化を検討し  

た．調査は，1984－1985年（調査Ⅰ）及び1990年  

（調査Ⅱ）に，同一の井戸（43本）を対象に行い，次  

の結果を得た．  

1）トリクロロエチレン及び1，1，トトリクロロエタン  

については，いずれも検出限界以下であった．  

2）調査Ⅰに比較して，調査Ⅱでは，井戸水中のテトラ  

クロロエチレン濃度について大幅な減少が見られた．テ  

トラクロロエチレンが，暫定基準値を超えて検出された  

井戸は，調査Ⅰでは，16本であったが，調査Ⅱでは5  

本に減少し，また最高濃度は，調査Ⅰでは，49／‘gハ  

であったが，調査Ⅱでは，21／‘〆Jと大幅に減少した．  

3）テトラクロロエチレンの汚染範囲については，調査  

Ⅰと調査Ⅱでは余り大きな変化がなかった．  

4）Ⅰ地区におけるテトラクロロエチレンによる地下水  

汚染は，減少傾向は見られるが，汚染が継続しているこ  

とが確認された．   

附記：本研究の概要は，第37回福岡県公衆衛生学会  

（福岡市，1990年5月17日）において発表した．  

文  献   

1）日本水質汚濁研究協会：地下水質保全対策調査一地   

下水汚染対策事例調査－，201p．東京：環境庁，1986．  

2）環境庁水質保全課水質管理課・規制課：官公庁公害  

専門資料，25（1），50－60，1990．  

3）岡沢孝夫ら：第35回福岡県公衆衛生学会講演集，   

146p．．1988．  

4）福岡県衛生公害センター：地下水汚染調査解析結果   

報告書，16pリ1988．  

5）日本水道協会抄録委貞会：水道協会雑誌，5咄力，34，  

1985．  

6）厚生省：環水第15号，1983年2凡  

7）北森成治ら：全国公害研会誌，11（2），93－96，1986．  

8）厚生省生活衛生局水道環境部：上水試験方法，   

1019p．東京：日本水道協会，198L  

9）中杉修身：環境情報科学，18（2），2－9，1989，  

10）大金由夫ら：仙台市衛生試験所報，16，285－294，  

1986．   



福岡県衛生公害センター年報第17号，8ト87．  

（平成2年10月15日発行）  

－ 81－  

吹き付けアスベスト建材の除去等の村策工事に  

おけるアスベスト環境濃度  

田上四郎・櫻井利彦・高尾真一  

福岡県衛生公害センター（〒818－01 福岡県太宰府市大字向佐野39）  

Airborneasbestosconcentrationsinbuildingsduringremovalofoldsprayedasbestos  

ShirohTAGAMI，Toshihiko SAKURAIand Shin－ichiTAKAO   

几た祝0たαEれγiγ抑帆綱抽＝k肌肌励G別物．39，肋たαigα彿0，βαZα殉，F視たル0払βjβ－の，拗α軋  

〔Keywords：Sprayedasbestos，Asbestosremoval，School，Asbestosconcentrations〕   

1．方  法  

1・1 施設の工事概要  

1・1・1 A中学校の処理対策工事   

A中学校は7つの棟と屋内体育館からなり，各棟は  

鉄筋コンクリート1～3階建ての建築物である．A中  

学校の第1期（除去），及び第2期工事（封じ込め，  

囲い込み，一部除去）と並行して本調査を実施した．  

1988年5月にアスベスト対策工事第1期の図書館  

のアスベスト除去工事が，7月に第2期の1－3棟の  

アスベスト封じ込め，囲い込み，一部除去工事が行われ  

た．第1期工事の図書室に使用されていたアスベスト  

は天井に張られた石膏ボード上に吹付けられており，劣  

化が著しいので除去することになった．第2期工事の  

1－3棟の各室に使用されていたアスベストはコンク  

リート面に直接吹付けられており，固着状態が良好だっ  

たため，薬剤を用いた固化処理による封じ込め及び処理  

層の下に新たな天井板を張る囲い込みが行われた．なお，  

1－3棟2階は室の改造を行ったので，室の仕切りの  

桟の取り外しと桟の周辺の吹付けアスベストの一部除去  

が行われた．  

1・1・2 A中学校の調査地点及び試料採取時期   

第1期工事の図書室（床面18mX 9m，アスベスト  

の吹付け面積：約180m2）の室内（A，B）及び周辺  

環境（C，D．E），第2期工事の音楽室（床面9．25  

mxll．25m，アスベストの吹付け面積：約110m2）の室内  

（F），調理室（床面9．25mXll．25m，アスベストの吹   

アスベスト粉じんの暴露によってアスベスト肺，中皮  

腫，肺がん等の健康障害の発生が知られ，アスベスト問  

題に対する住民の危機意識が高まってきた．   

最近，建築物の吹き付けアスベストについても強い関  

心がもたれ，アスベストの除去等の工事が各地で行われ  

ている．建築物の吹き付けに消費されたアスベスト量は  

1974年には，9617トンであったが，1975年に労働者  

の健康障害を防止するため，労働安全衛生法に基づく特  

定化学物質等障害予防規則が改正され，アスベストの吹  

き付け作業が禁止された．建築物の天井や壁に吹き付け  

られたアスベストの使用実態は，福岡県内の学校，公民  

館等の公共施設について公民館では32箇所（全体の  

7．7％），私立学校では30箇所（全体の5．3％）であっ  

たとの調査結果が出され，これらの調査結果を踏まえて，  

順次除去等の工事が実施されている．このような吹き付  

けアスベストを含有する建築物の解体，改修工事におい  

てはアスベストの排出抑制を図るため適正な改修処理方  

法を講じ，アスベストの一般環境中への飛散を防止する  

必要がある．   

吹き付けアスベストの処理方法には，覆いをするカ  

バーリング処理，封じ込め処理及び除去処理があり，状  

況に応じて改修工事が実施されている．   

そこで適正なアスベスト削減対策の推進及び周辺環境  

汚染防止のための基礎資料を得る目的で，吹き付けアス  

ベストの改修工事に伴うアスベスト粉じんの室内及び周  

辺環境への排出実態調査を行った．  
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l         1  
0  20m  

図 2  B小学校調査地点  

け層は1987年度に表面に薬剤による固化処理（封じ込  

め）がなされていた．この音楽室の吹付け層は2層か  

らなっており，下地のコンクリート面に直接アスベスト  

（下層，厚さ7mm）が吹付けられており，その上に  

ロックーウール（上層，厚さ7mm）が吹付けられてい  

た．  

1・2・Z B小学校の調査地点及び試料採取時期   

アスベスト浮遊粉じん試料を採取した調査地点，即ち  

室内（A，B），周辺環境（C，D，F）及び室内減圧  

用集じん装置排出口（E）を図2に示した．1988年10  

月から11月にかけて，音楽室の吹付け層の除去工事が  

行われたので，10月20日に工事前（A，B，C，D各  

地点），10月29日に工事中（A，D，E各地点），11  

月 2日に工事後（A，B，D，F各地点）の試料採取  

をそれぞれ行った．   

なお，上記時期に音楽室内の浮遊粉じんをローボ  

リュームエアサンプラー（10／▲m以上カット）を用い  

て採取した．  

1・3 試料の採取方法   

試料採取は「アスベストモニタリングマニュアル」1）  

に準じた．すなわち，オープンフェース型フィルターホ  

ルダー（有効径35mm≠）にミリポア製メンプランフィ  

ルター（孔径0．8FLm≠，直径47mm≠，AAWPO47）  

を装着し，吸引流量毎分10ゼ でローターメーター付  

ロータリーポンプを用いて吸引して採取を行った．   

なお，B小学校のE地点は室内減圧用フィルター付  

集じん装置排出口直後であるので，等速吸引によって排  

気中のアスベストを採取した．等速吸引の方法はJISZ  

8088「排ガス中のダスト濃度の測定方法」に準じた．   

また，室内の浮遊粉じんの採取は「建築物における衛  

生的環境の確保に関する法律施行規則」に定める標準測  

定法（重量濃度法）に準じた．試料の採取時間は最長  

4時間とし，採取地点の状況に応じて調整した．  

1・4 アスベストの計測   

l     1  
0  20m  

図1 A中学校調査地点  

付け面積：約110m2）の室内（G）及び室外（H，Ⅰ，  

J）マルチルームの室内（K）の調査地点を図1に示  

した．   

第1期工事の試料採取は，1988年5月11日に工事  

前のアスベスト吹付け室内環境としてA，B両地点で，  

周辺環境（直近）としてC地点で，5月25日にビ  

ニール養生中室内環境としてA，B両地点でそれぞれ  

行った．5月26日には除去工事中室内環境としてA，  

B両地点で，周辺環境（直近）としてD地点で，周辺  

環境（対照）としてE地点でそれぞれ行った．さらに，  

1989年3月29日に対策工事後の室内環境としてA地  

点で，周辺環境（直近）としてC地点で，周辺環境  

（対照）としてE地点でそれぞれ行った．第2期工事  

の試料採取は，1988年7月21日に工事前のアスベス  

ト吹付け室内環境としてF地点で，7月22日にビ  

ニール養生中室内環境としてG地点で，周辺環境（直  

近）としてH地点で行った．7月23日には一部除去  

工事室内の室内減圧用フィルター付集じん装置排出口環  

境としてⅠ地点で，周辺環境（直近）としてJ地点で  

それぞれ行った．さらに，1989年3月29日に対策工  

事後の室内環境としてK地点で，周辺環境（直近）と  

してJ地点でそれぞれ行った．  

1・Z・1 B／J、学校の処理対策工事   

B小学校は3つの棟と屋内体育館からなり，各棟は  

鉄筋コンクリート 2階建ての建築物である．音楽室  

（床面8．8mX6．9m．吹付け面積：約83m2の天井及び  

壁面上部にアスベストが吹付けられており，この吹付  
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アモサイトのS EM像  アモサイトのEDXスペクトル  

図 3  A中学校吹付アスベスト（アモサイト）のSEM像とEDXスペクトル   

アスベストの計測は「アスベストモニタリングマニュ  

アル」1）の光学顕微鏡法に準じた．  

1・5 吹き付けアスベストの種類の判定   

吹き付けの材質判別は性状，耐酸性，強度及び分析型  

走査電子顕微鏡を用いて繊維の観察並びに元素組成によ  

り行った2）．  

2 結果及び考察  

2・1吹き付けアスベストの種類   

A中学校の処理村策を行った吹き付けアスベストの  

種類はアモサイトであった．分析型走査電子顕微鏡を用  

いたアモサイトのSEM像及びEDXスペクトルパターン  

を図3に示した．また，B／ト学校のアスベストの種類  

もアモサイトであった．この施設の吹付け層がアモサイ  

トとロックウールの2層になっているのは，アモサイ  

トはコンクリート面との接着性はよいがそのままでは外  

観が悪いのでその上に化粧のために白色のロックウール  

を吹付けたためであろう．このような吹付け層を2層  

にする施工例は各所で散見される．  

2・2 A中学校の室内及び周辺環境のアスベスト濃  

度   

第1期及び第2期工事にかかる工事前，工事中及び  

工事後の調査結果をそれぞれ表1，2，3に示した．   

第1期工事において工事前の図書室内（A，B地  

点）及びその周辺環境（直近，C地点）共にアスベス  

ト濃度は1f／L以下であり，環境濃度として低い値で  

あっが）．   

このことは，図書室内の吹付け層は劣化していたにも  

かかわらず，今回のように窓を閉め切った無人状態で試  

料採取した場合，アスベストは室内空気中には飛散して  

いないと考えられる．ビニール養生中の図書室内のアス  

ベスト濃度は343－795f／Jと工事前の数百倍というかな  

り高い値を示した．これは，明らかにビニール養生工事  

の影響であると考えられる．   

図書室の除去工事は5月26日の9：00－11：00に  

吹付けボードの剥離作業，11：00－13：00休憩，13：  

00－15：00に剥離ボードの片付け作業がそれぞれ行わ  

れた．表1に示したように，ボードの剥離作業工程で  

最高187000f／ヱという高い借が観測された．除去工事  

終了後の15：00以降も80000fハ前後の高い値が得ら  

れた．吹付け層には除去工事前日に薬剤による固化処理  

が施され，かつ除去工事中には散水しながら作業を行っ  

てもなお非常に高い室内アスベスト濃度が観測されたの  

が第1期工事の特徴であった．   

一方，周辺環境（直近）のD地点及び周辺環境（対  

照）のE地点は，共にアスベスト濃度は1f／J以下の  

低い借であった．このことは，除去工事室内のアスベス  

ト粉じんがD地点及びE地点に影響を及ぼしていない  

ことを示す．   

また，工事後の図書室内及び周辺環境（直近）のアス  

ベスト濃度は1f／上前後で低い借であった2）．第1期  

工事完了から約10ヶ月後に工事後の試料採取を行った  

が，この間にアスベスト濃度は十分に低い値まで減衰し  

た．   

次に第2期工事では工事前の音楽室（F地点）は窓   
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表1 A中学校第1期アスベスト対策工事（除去）調査結果  

ア度   
採取 地点 採取時間   備   考  

（り  （r／り  年月日  †血  

0．653   工事前、室内  

0．489  ／／  

0．544  周辺環境（直近）  

19汎5．11 A  13：32－16：32   1800  

′′  B  13：32－16：32   1800  

′′  C  13：32－16：32  柑00  

343  工事中（ビニール養生）  

795  室内  

365  ／／  

5．25  A  13：30－13：35  

′′  A  13：40－13：50  

′′  B  13：30－13：45  

169000  工事中（アスベスト除去）  50   

50  

50  

50  

50  

50  

5．26  A ll：13－11：18  

′′  B ll：12－11：17  

′′  A ll：25－11：30  
′／  B ll：21－11：26  

／／  A  15：14－15：19  

′／  B  15：17－15：22  

室内  

／／  

／／  

／／  

／／  

122000  

187000  

113000  

89000  

79000  

0．694  周辺環境（直近）  

0．285  周辺環境（対照）  

′′  D lO：37－14－37  2400  

′′  E lO：23－14：23  2400  

表 2  A中学校第2期アスベスト対策工事（封じ込め、一部除去）調査結果  

採取時間  
ア度  

月  
備   考  

19弧7．21  F  9：26－12：26  1800  1．57  工事前  室内  

7．22  G ll：4ト15：38  2400  8．73   工事中（ビニール養生） 室内  

〝  H lO：40－14：05  2050  1．19  周辺環境  

45．7  工事中（封じ込め、一部除去）  

167  室内減圧用ファン（フィルター付き）排出  

174  出口周辺  

7．23  1   13：38－15：38  1200  

／／  1   15：41－16：41  600  

／／  J  13：30－16：30  柑00  

表：3  A中学校アスベスト対策工事後調査結果  

採取時間  ア度  

月  
備  考  

0．939   工事後、室内  

1．80  周辺環境  

0．735  室内  

1．43  排出口周辺  

0．898  周辺環境  

1989．3．29  A lO：20－14：20  2400   

／′  C lO：23－14：23  2400  

′′  K lO：24－14：24  2400  

′′  J lO：37－14：37  2400  

′′  E lO：44－14：44  2400  

アスベストが飛散したものと考えられる．   

しかし，第1期工事のビニール養生中の濃度と比較  

すると，今回の場合約百分の一で飛散の程度は低かった．  

また，調理室の周辺環境であるH地点のアスベスト濃   

を閉めた無人状態で試料採取したので，アスベスト濃度  

は1．57f／1と低く，吹付けアスベストは室内空気中に飛  

散していなかっが）．ビニール養生中の調理室内のアス  

ベスト濃度は8．73f／1であり，これは工事にともなって  
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表 4  B／ト学校アスベスト対策工事（除去）調査結果  

警 慧 採取時間  ア度  

月  
備  考  

1988．10．20   A lO：32－14：32  2400  

／／  B lO：33－14：33  24DO  

／／  C lO：35－14：35  2400  

／／  D lO：43－14：43  2400  

11．7  工事前、室内、周辺環境  

8．00  

5．47  

11．2  

10．2g F ll：00－15：00  2400  37  工事中（除去）、周辺環境  

／／  D ll：05－15：05  2400  2．36  

13．6  工事後、室内、括l辺環境  

24．6   

2．49   

2．16  

11．2   A  9：02－13：02  2400  

／／  B  9：03－13：03  2400  

〝  F  9：11－13：11  2400  

／／  D  9：17－13：17  2400  

下地の劣化状態から除去以外になく，第2期工事は吹  

き付け層の状態からして封じ込め－囲い込みが妥当で  

あったと考えられた．  

2・3 B小学校の室内及び周辺環境のアスベスト濃  

度   

工事前，工事中の一部及び工事後の調査結果を表4  

に示した．   

工事前の音楽室内（A，B地点）のアスベスト濃度  

はそれぞれ11．7fハ，8．00fハと高く，周辺環境もC地  

点で5．47fハ，D地点で11．2fハと高かった，周辺環境  

のアスベスト濃度は一般環境の数値としては高かったが，  

その原因は不明である．音楽室内の試料採取は窓を閉め  

切った無人状態で行ったので，アスベスト値が高かった  

のは吹付け材の影響が考えられるが，一方，周辺環境の  

倦も高かったので吹付け材の影響であるとは断定できな  

い．   

除去工事は12：00－13：00に吹付け材の剥離が行わ  

れ，13：30－14：00に除去した吹付け材の集積，袋詰  

めが散水しながら行われ，14：00－14：30に下地サン  

ディング（剥離彼の下地のコンクリート面に残ったアス  

ベストをスポンジ等でこすり落とす作業）が行われた  

（図4）．  

剥離工程中の室内のアスベスト濃度は2570－14100  

fハであった．集積，袋詰め工程中では293000及び  

569000fハと濃度が上昇し，下地サンディング工程中  

では785000fハという非常に高い値が観測された．こ  

れは作業の内容から予想されたことであった．   

また，室内減圧用フィルター付集じん装置排出口直後  

での等速吸引によるアスベスト濃度は7．62，107及び  

164fハであった．図4に工事の作業工程と室内及び排  

出口でのアスベスト濃度の経時変化を対比させて示した．  

排出口からの排気中のアスベスト濃度ははじめは10f／J  

以下であったが，次第に増加する傾向にあり，集積，袋   

度はl．19fハと低く，室内のアスベストは室外に影響を  

与えていないことを示した．   

同一の工程（ビニール養生）における第1期と第2  

期工事のアスベスト濃度の違いがみられたのは，第1  

期の図書室内のアスベストは石膏ボードに吹き付けられ  

ており，アスベスト層，下地の石膏ボード双方とも劣化  

していたのに対して，第2期工事の調理室内のアスベ  

ストは下地のコンクリート面に吹付けられており，固着  

状態もよかったことが原因したためであろう．  

1－3棟2階の一部除去工事に関しては，室内減圧  

用フィルター付集じん装置排出口及びその周辺環境の調  

査を行った，集じん装置排出口（Ⅰ地点）では45．7fハ，  

167fハ，ホールの南東の角（J地点）では174fハとい  

う高いアスベスト濃度であった．   

集じん装置排出口（Ⅰ地点）での試料採取は等速吸  

引でなかったので，Ⅰ地点でのアスベスト濃度は排気  

（30m3／分，32℃）中のアスベスト濃度と一致しない．  

集じん装置排出口で排気中にアスベストが認められたの  

は，アスベストの一部が除去工事室内からフィルターを  

通り抜けて排出されていること或は配管の接続が不良で  

ある等の管理面の不備が考えられる．また，排気が屋内  

のホールに出されていたため，その結果としてホール内  

にアスベストが蓄積しJ地点で高いアスベスト濃度が  

観測されたと考えられる2）．   

今回の調査ではフィルター通過後の排気中にアスベス  

トが検出された．今後はヘパフイルターの性能，現場で  

の管理状況等の調査，さらには等速吸引によるフィル  

ター直前，直後の排気中アスベスト濃度の調査が必要で  

あろう．また，排気は室外に出すことが必要であると考  

えられた．   

アスベスト対策工法には，除去，封じ込め，囲い込み  

の各工法があり，どの工法を選択するかの判断は非常に  

難しい．A中学校の場合，第1期工事は吹付け層及び  
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13：00   

除去工事室内粉じん採取時間帯  

12：15  室内粉じん圭：8・33帽血j  14：30  
除去工事  

作業行程  下地サン㌻ィげミ  吹付け材割鹿  集積、袋話   

12：00  13：00  13：30  14：00  14：30   

図4  B′」、学校の除去工事に伴う室内外のアスベスト粉じん発生状況  

の浮遊粉じん量は8．33mg／m3と工事前の浮遊粉じん量  

0．196mg／m3，1事後の浮遊粉じん量0．583mg／m3に比  

較すると顕著に高くなった．   

工事後の音楽室内のアスベスト濃度は13．6，24．6fハ  

と高かった．周辺環境はF地点で2．49f／J，D地点で  

2．16f／Jであり，D地点においては工事前よりもかなり  

低かった．室内のアスベスト濃度は，周辺環境の濃度が  

2f／J台であること．浮遊粉じん濃度が工事前よりも高  

いことから，工事の影響を受けていると考えられる．   

除去工事はアスベストの抜本的対策法であるが，工事  

中室内では非常に高濃度のアスベスト粉じんが発生し，  

現場作業者はそれに暴露させたり，工事中の室内からの  

排気中にアスベストが認められることがある．そこで，  

除去工法を採用するには慎重さが要求される．このよう  

に，除去工事は安易に行うべきでなく，工事中室内アス  

ベスト粉じんの低減，室内減圧用集じん装置排出口から  

のアスベスト排出の抑制等解決すべき技術上．管理上の  

問題点が残された．   

一方，A中学校の例のように封じ込め一国い込み工事   

詰め，下地サンディング工程では初期の約20倍になっ  

た．集じん装置のフィルターはへパフイルターを用いて  

いるとのことであった．ヘパフイルターは0．3〃m以上  

の粒子の99．97％を除去できる性能を持つと言われてい  

る．排出口からの排気中にアスベストが認められる理由  

として，  

（》除去室内のアスベスト濃度が非常に高く，大きな負荷  

がかかるため，高性能のヘパフイルターといえども通過  

する粒子がある，（ヨヘパフイルターの装置への取り付け  

が不良で排ガスの漏れがある．或はフィルターに穴があ  

いていること等が考えられる．今回の調査ではいずれが  

原因か断定できないので，今後詳しい調査が必要であろ  

う．   

工事中の周辺環境のアスベスト濃度は，集じん装置排  

出口に近いF地点（約10m）で8．37f／J，遠いD地点  

（約50m）で2．36f／Jであった，F地点でのアスベス  

ト濃度はD地点よりも高く，排出口からの影響が考え  

られるが，工事前の周辺環境（C，D地点）の濃度も  

高いことから断定はできない．また，工事中の音楽室内  
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ベ高いアスベスト濃度は観測されなかった．  

3）アスベスト除去工事の室内減圧用フィルター付集じ  

ん機の排出口からの排気中に比較的高濃度のアスベスト  

が認められた．  

4）アスベスト除去工事は技術上，管理上の解決すべき  

課題を多く残した．  
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3．ま と め   
吹き付けアスベスト建材の処理対策工事におけるアス  

ベスト粉じんの室内及び周辺環境に及ぼす影響を調査し  

た結果を要約すると次のようである．  

1）アスベスト除去工事室内では非常に高いアスベスト  

濃度が観測された．  

2）アスベスト封じ込め工事室内では除去工事室内に比  
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市街地を貫流する小河川の水生生物相  
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1．方  法  

1・1 調査対象河川   

図1に示す福岡県新宮町の農耕地，住宅及び新興  

中・小工場地域を貫流し，新宮港近くで玄界灘に流入す  

る湊川水系で調査を実施した．当調査水系は全長約4  

kmで明瞭な水源はなく，下流は2面側溝で，上流は  

3面側溝であり河川というよりも排水溝的な様相を呈  

している．  

l・2 調査実施日，調査地点及び地点概要   

図1に示す4調査地点の内，魚類生息状況調査は  

St．1，St．2，St．4で，1989年11月16日に実施し，  

藻類・水草及び大型底生動物生息状況調査はSt．2，St．  

3，St．4で，1989年11月16日及び1990年4月 3  

日に実施した．調査地点の周辺環境は，St．1から上流  

は食品工場，金属加工工場などが比較的密集しており，  

さらにその周辺は住宅，農耕地である．St．1からSt，4  

にかけては，川沿いに工場，住宅，学校，農耕地の混在  

する地域である．S亡．4から下流は住宅，農耕地が混在  

する地域である．各調査地点の概要は，St．1は河口か  

ら約2．5kmの工場数地内で川床は砂泥，St．2は河口  

から約2．2kmの新宮中学校横で川床は石礫が点在する   

福岡県における近年の河川水質は，法規制により以前  

に比べかなり清浄化の方向に向かっているが，源流に豊  

富な水源を持たず，また下水道の完備していない新興住  

宅，工場地域を流れる小河川では依然慢性的な有機汚濁  

状況が続いている1）．このような汚濁小河川の水生生物  

相の調査例は少なく，この理由には，このような小河川  

の水質状況は生物学的調査をするまでもなくその汚濁状  

況を判断でき，また小河川は，大，中河川に比べ水質や  

環境保全上の重要性も軽んじられている傾向があるため  

ではないかと考えられる．しかし，河川における水生生  

物調査の目的には，単に水質状況を知るということに加  

え，汚濁状況を理化学的に測定した数値で示すよりも理  

解しやすく，更に河川水質や周辺環境が人間をも含めた  

生物にとって生活・生存に好適な環境であるか否かを判  

断する基準を与えるという意味合いもある．したがって，  

河川有機汚濁原因が生活雑排水に起因することの多い現  

在，河川水質浄化に村する一般住民への普及啓発及び河  

川水域環境改善の見地からも身近にある有機汚濁小河川  

の水生生物相を知ることは重要であると考えられる．こ  

のような観点から，汚濁小河川の生物相調査を実施した  

ので，その結果を報告する．  
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玄 海 灘  

図 1  調査河川及び調査地点概略  

ゴース袋のまま70％アルコール浸液サンプルとして持  

ち帰った．なお，サンプルは各地点3個採集した．持  

ち帰った浸液サンプルは実体顕微鏡下でサンプル中の爽  

雑物から虫体を分離後，ユスリカ科幼虫以外は，江崎ら  

編2），上野編3），及び川合編4）によって分類・同定，サ  

ンプルごとに種類別に計数した．ユスリカ科幼虫は，亜  

科ごとにサンプル別に総個体数を記録，50個体以下の  

亜科別サンプルでは仝個体を，50個体以上の亜科別サ  

ンプルでは，その内から50個体を任意抽出し，14％水  

酸化カリウム溶液で処理後，抱水ガムクロラール封入標  

本とし，生物顕微鏡で鏡検，分類・同定した．なお，分  

類・同定は，Widerholm編集のCranstonら5），Pinder  

＆Reiss6）及び森谷7）に従った．また，カゲロウ目及びハ  

エ目はすべて幼虫を対象とした．  

1・4 大型底生動物群集の解析法  

1・4・1 汚染指数・サブロビ階級：前記大型底生動  

物の同定・計数結果のうち，汚濁階級指数の既定の値が  

適用可能な種類だけを用い，下記に示すPantle＆  

Buck8）の方法で地点ごとに3サンプルの平均から汚濁  

指数（PI）を算出し，地点ごとのサブロビ階級を判定し  

た．なお，大型底生動物の汚濁階級指数は福嶋ら9），森   

砂泥で，St．3は河口から約2．Okmの汐入川合流点で，  

川床はSt．2 と同じく石礫が点在する砂泥で，St．4は  

河口から約1．6kmの新宮小学校横の古川合流点で川床  

は比較的石礫の多い砂泥であった．  

1・3 調査方法  

1・3・1魚類生息状況調査：採集は，投網（網丈  

2．7m月合24mm，目数700日）を用いて行った．なお，  

打網回数は表1に示すとおりである．採集した魚は現  

地で魚種，個体数，体長を測定記録した．また，調査に  

先だって目視による観察も行い魚種，おおよその個体数，  

体長を記録した．  

1・3・2 藻類・水草生息状況調査：各調査地点で直  

径約10cmの石礫を1個採取し，室内に持ち帰った後，  

石礫に付着する藻類を同定した．同定は属レベルまでと  

し，成績は出現頻度で表した．水草は持ち帰り同定し，  

繁茂状況の程度は現地で目視により測定し，成績は出現  

頻度で表した．  

1・3・2 大型底生動物生息状況調査：採集はサー  

バーサンプラー（25cmX25cm方形枠，0．2mmメッ  

シュ捕集網装着）を用い常法に従って，枠内の石礫（浮  

き石）に付着する大型底生動物を集め，方形区ごとにろ  
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下10）によった．  

汚濁指数（Pl）＝∑（sxh）／∑h  

h：出現頻度（出現個体数1個体：h＝1，出現  

個体数2－9個体：h＝2，出現個体数10個  

体以上：h＝3）  

S：汚濁階級指数  

1・4・2 類似度指数，多様度指数：類似度は木元  

11）の群集類似度指数（CⅡ）により解析し，多様度は  

Pielou12）及び木元11）によって平均多様度指数（H）を算  

出した．  

表1 魚頬採集成績  

フナの一種（CaYaSSiussp．），コイ（Cygriusca7PioLin－  

ne）が，St．2ではフナの一種が，St．4ではコイが採  

集され，St．1ではフナの一種，コイが，St．2で一はコ  

イが観察された．採集数は，打網回数が少ない割には多  

く，フナ，コイとも他所から迷入したものが，偶然採集  

されたものではなく，調査地点周辺はフナ，コイの生息  

水域であると考えられる．フナ，コイは，一般的に中程  

度の有機汚濁水域に多く生息しているようであるが，有  

機汚濁程度のわずかな場所からかなり強い場所まで広い  

範囲にわたって生息可能であり13），フナ，コイの生息  

を確認してもその場所の水質を推定することは出来ない．  

しかし，中程度の有機汚濁水域においてフナとともによ  

く見られ，かつフナよりやや有機汚濁に弱いオイカワ  

（2hccoplaLyPus（TemmincketSchlegel））13）がまったく  

採集されなかったことから，調査地点の水質は，有機汚  

濁程度が強いものと考えられる．  

2・2 藻類・水草生息状況調査  

表2に示すように両調査月を通して15種類の藻類と  

1種の水草が採集された．藻類の種類数は11月の調査  

ではSt．2で最多で下流になるに従って減少し，St．4で  

は1種類と極めて貧弱になった．4月の調査では最多  

はSt．2で10種類，St．3では4種類，St．4では5種  

類であった．藻類各種は比較的広い範囲の有機汚濁程度  

で出現し14），それぞれの種の出現状況から特徴的な水   

藻頓および水草生息状況  

調査場所投網打ち回数魚燥 採集個体数 平均体長（Ⅷ）  

Station I l  フナ  2g  14．9±4．2  

コイ  1  24．0  

コイ●  1  ≒50．0  

フナ●  多数  ≒15－20  

Station2   2   フナ  43  7．8±1．g  

コイ●  1  ≒30．0  

Station4   9   コイ  3  31．3±1．5   

注：＊は目視による観察  

2．結果及び考察  

2・1 魚類生息状況調査  

採取及び観察結果は表1に示すとおりで，St．1では  

表 2  

調 査 月 お よ び 調 査 地 点  

1989年11月  1990年4月  

St．2   St．3   St．4   St．2   St．3   St．4  

藍  藻  類 Osci批正Oriα属  ＋  

Pたormidi比m属  

緑  藻  煩 C払d（pんorα属  

立e几edesm混ざ属  

Go乃grOS汗α属  

勘よrogyrα属  

Cたゎre〟α属  

Cた0ヱroり′肋m属  

段なeocb乃i比m属  

珪  藻  類 Gompん0乃emα属  

ノⅥ‘zscんよα属  

AcんJ氾几抽es属  

〃buよcl血属 ■  

ミドリムシ藻類 丁ナαC九eromoJ氾S属  

軸ね几α属  

水  草  類 エビモ  

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
 

＋
 
 

＋
 
 

＋
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
 

＋
 
 

＋
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
 
 
 
＋
 
 
 

＋
 
 
 
 
＋
 
 

＋
 
 

＋
 
＋
 
＋
 
 

＋
 
 

＋
 
 

＋
 
 

＋：普通   

＋＋：やや多い  

十＋＋：多い   
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表 3  大型底生動物採集成績，多様度指数（H），汚輯指数（PI）およびサブロビ階級  

調 査 月 お よ び 調 査 地 点  

1989年11月  1g90年4月  

St．2   St．3   St．4   St．2   St．3   St．4  

カゲロ ウ 目 コカゲロウ科 コカゲロウ属βαeぬspp．  

ハ  エ  目 チョウバ工科 P卑γCん0（五血sp．  

ユスリカ科  ∧b几OCbd比8Sp．  

0・よco晦棚減混血加グループ  

Or仏odbdhは∈p．  

仇ヱmれOm払Sツ0ざんよmα地i  

皿cro‘e埴essp．  

有  肺  目 サマキガイ科 サマキガイ  

新生腹足目  αほ几Ogαぷけqpo血sp．  

貧  毛  類  α豆ocんαg£αSpp．  

等  脚  目 ミズムシ科  ミズムシ属Aざe仏↓βSp．  

1．3  

2．7  4．0  

2．0  1．0  

2．7  

0
 
0
 
 
0
 
 
7
 
 
7
 
7
 
 
0
 
 
7
 
 
 

4
．
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U
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U
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▲
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3
 
 
2
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2
 
 

159．7  

109．7  

1344．7  

18．3  

284．7   

0．7  

3
 
 
0
 
3
 
3
 
 
 

3
 
 
5
 
 
1
 
 
1
 
 

5
 
 
2
 
 3
 
 

3
 
 
0
 
 
3
 
 
 

9
 
 
2
 
 
0
0
 
 

2
 
 
 

1
 
1
 
 

7
 
 
3
 
 
0
 
 
 

3
 
 
0
 
 
7
 
 2
 
 

17．3  48．7  

種   類   数  8  9  6  5  8  6  

総  個  体  数  1922．3  2269．7  4777．3  199．3  318．6  402．3  

多様度指数（H）  1．39  1．69  1．46  1．77  1．54   0．95  

汚 淘 指 数（PI）  3．5  3．7  4．0  4．0  3．5  4．0  

サ ブ ロ ビ 階 級  a－mS pS  pS  pS a－mS  

貧毛類でSt．4で特に多かった．その他の種類で，3  

調査地点とも出現したのはサカマキガイ創即日m血D－  

raparnaudであったが，個体数は少なかった．また，コ  

カゲロウ属がわずかではあるがSt．2及びSt．3で採集  

された．4月の調査では，種類数は全調査地点を通し  

て8種類が採集され，地点別に見るとSt．3で最多で  

あり，次いでSt．4，St．2の順で少なくなった．総採集  

個体数は，St．4で最多（402個体）であり，上流にな  

るに従って少なくなり，St．2では約半分となった．3  

調査地点を通して採集個体数の多かったものはユスリカ  

科であり，採集総個体数の約70－80％を占めており，St．  

2，St．4では，C．yosh血血血が，St．3ではOYthocLa－  

d玩ぶ属の一種が優占していた．ユスリカ科に次いで多  

かったものは，貧毛類でSt．2で最多であった，その他  

の種類で，3調査地点とも出現したのはサカマキガイ  

であったが，個体数は少なかった．また，コカゲロウ属  

がわずかではあるがSt．3及びSt．4で採集された，11  

月と4月のサンプルを比較すると種類数の最多出現地  

点に調査月間の相違はなかったが，採集総個体数には大  

きな相違があり，11月のサンプルの方が，いずれの地  

点でも約10倍多かった．この差が出現種の季節変動に  

よるのか他の原因によるのかは現在判断は出来ない．   

汚濁指数値及びサブロビ階級は，表3に示すように  

11月調査のSt．2及び4月調査のSt．3の汚濁指数値は  

3．5で，これより判定した両地点水域のサブロビ階級は  

α中庸水性（α－mS）であったが，これら以外の地点は   

域環境を特定できないが，一般的に表2にあげた種類  

は中程度以上の有機汚濁水域に出現する種類のようであ  

る14）．先に述べたように下流域の調査地点では種類数  

が上流に比べかなり少なかったが，藻類は有機汚濁がか  

なり強くなると種類数は少なくなり，さらに有機汚濁が  

非常に強くなると全く出現しなくなる14）．したがって，  

下流では種類数が少なくなることは有機汚濁が下流ほど  

強いことを示しているものと思われる．両調査月間の種  

類数の出現傾向の相違は今のところ水質の変化によるも  

のか，季節的な変化によるものか不明であり，今後調査  

を継続していく必要があろう．   

水草はエビモ（鞠肋叫頼加〃旬加Linne）が両調査月  

ともSt．3，St．4で採集されたが，エビモはやや汚濁し  

た水域から汚濁した水域ではよく繁茂し，汚濁が非常に  

強い水域ではまったく見られなくなる15）  

2・3 大型底生動物生息状況調査   

採集された3サンプルの種類，平均個体数を表3に  

示す．11月の調査では，種類数は全調査地点を通して  

11種類が採集され，地点別に見ると，St．3で最多であ  

り，次いで，St．2，St．4の順で少なくなった．総採集  

個体数は，St．4で最多（4777個体）であり，上流に  

なるに従って少なくなり，St，2では約半分以下となっ  

た．3調査地点を通して採集個体数の多かったものは  

ユスリカ科であったが，その中でもC如仰l仰購タ0ぶ九血α一  

山iが特に多く各調査地点とも採集総個体数の約60－70  

％を占めていた．ユスリカ科に次いで多かったものは，  
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表 4  調査地点間の大型底生動物群集類似度指数（Cn）  

調 査 月 お よ び 調 査 地 点  

調 査 月  調査地点  1989年11月  1990年4月  

St．2   St．3   St．4   St．2   St．3   St．4  

St．2  

1989年11月  St．3  0．97  

St．4  0．99   0．96  

St．2  0．78   0．87   0．82  

1990年4月  St．3  0．68   0．81  0．67   0．92  

St．4  0．97   0．94   0．93   0．74   0．71  

いずれも汚濁指数値は3．6以上でサプロビ階級は強腐水  

性（ps）と判定された．   

各調査月，各調査地点の多様度指数値は表3に示す  

ように4月調査のSt．4でやや低かった以外は備に大  

きな差がなかった．   

類似度指数値は表4に示すように11月調査ではいず  

れの調査地点間でも0．96以上で生物群集は非常に似て  

いた．4月調査ではSt．2 とSt．3間で高く，群集は非  

常に似ていたが，St．4は他調査地点との間でやや低  

かった．両調査月の各調査地点間を比較すると，11月  

調査のSt．2及びSt．4 と4月調査のSt．3の間でやや  

低かった．   

以上のことから，群集類似度指数は各調査月及び各調  

査地点を通して近似しており，群集構成は調査月間，場  

所間に大きな差はなくほぼ似たようなものであるといえ，  

多様度指数値もおおよそ近似していることは主要出現種  

類数，構成比に差がないことを意味している．したがっ  

て，湊川水系の調査地域における常在種は，ユスリカ科  

のC．ッ0ぶ九血α血iの幼虫，貧毛類及びサカマキガイであ  

るといえよう．これらは有機汚濁に極めて強い種類とい  

わており10），また，汚濁指数値から判定した本調査地  

点水域のサプロビ階級がα中腐水性または強腐水性であ  

ること，先に述べた魚類，藻類・水草の生息状況からも  

本調査地点全域は有機汚濁程度が強い水域と考えられる．   

有機汚濁が中位から強い水域に通常よくみられ，また，  

山本ら16）の河川の生物調査において，サブロビ階級が  

α中腐水性の水域で倭占していたミズムシ（Aぶβ肋ぶSp．）  

やヒル類が当調査水域ではほとんど採集されなかったこ  

と，及び当調査水域での出現種類数が，上記の山本らの  

調査におけるα中庸水性の水域での大型底生動物の出現  

種類数に比較し，極端に少ないことを考慮すると，当調  

査水域は大型底生動物が生息できなくなる限界に近いの  

ではないかと考えられる．ちなみに，有機汚濁程度が更  

に進行すれば水生細菌類のみの生息する水域となる．い  

ずれにせよ，当調査水域の早急な浄化対策，河川環境改  

善が望まれるところである．   

コカゲロウ属が11月調査ではSt．2及びSt．3で4  

月調査ではSt．3でわずかではあるが採集された．本属  

の幼虫は有機汚濁のわずかな水域から中位の水域までに  

出現することが知られており10），先に述べたように有  

機汚濁がかなり強いと思われる本調査地点でわずかでは  

あるが採集されたことは，本調査地点近辺に本属が生息  

できる環境があるのか，本調査地点の水質が良好になり  

つつあるのか判断は出来ないが興味深い．  

3．ま と め  

市街地を貫流する小河川の水生生物相を調査した結果，  

以下のことが明かとなった．   

魚類調査ではフナの一種及びコイが採集され，藻類・  

水草調査では15種類の藻類と1種の水草が採集され，  

これらは，一般的に中程度以上の有機汚濁水域に出現す  

る種類であった．大型底生動物調査では11月の調査で，  

11種類が採集され，優占種はC加w馴耽り那加剛一扇で  

あった．4月の調査で，8種類が採集され，優占種は，  

St．2，St．4ではC．yoshimatuiT，St．3ではOrthocLa－  

d血ぶ属の一種であった．大型底生動物群集の類似度は  

11月調査ではいずれの調査地点間でも高かった．4月  

調査ではSt．2 とSt．3間で高かったが，St．4 と他調  

査地点との間でやや低かった．両調査月の各調査地点間  

を比較すると，11月調査のSt．2及びSt．4 と 4月調  

査のSt．3の間でやや低かった以外は高かった．各調査  

月，各調査地点の群集多様度指数値には大きな差はな  

かった，大型底生動物の採集成績から求めた汚濁指数値  

はほとんどの地点で3．6以上であり，調査水域のサプロ  

ビ階級は強腐水性と判定された．  

付 記   

本稿をまとめるにあたり，調査に御協力頂いた福岡県  

衛生公害センター環境科学部水質課，福岡県環境整備局  

公害課ならびに新宮町役場の関係各位に謝意を表します．   
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誌上発表論文抄錦  3 福岡県におけるエコー11型ウイルスの流行状況  

（1989年4月－8月） 梶原淳睦・千々和勝己・福吉  

成典・高橋克巳：病原微生物検出情報，10（10），  

204－205，1989．  

1989年4月と5月に筑豊地区の不明発疹症患者から，  

エコー11型ウイルス（Ell）が4年ぶりに分離され，6  

月から8月にかけて県下全域の不明発疹症，無菌性髄膜  

炎，手足口病，夏かぜ症候群等の患者27名から同ウイル  

スが計43株分離された．不明発疹症は患者数も0歳児が  

最も多く，Ellの分離率も0歳から2歳までの低年齢層  

が高かった．不明発疹症患者の71％に38－39℃の発熱が  

みられ，有熱期間は2－3日の患者が最も多かったが，6  

日間継続した例もあった．発疹は低年齢層（0－1歳）に  

顕著にみられ，1－2mmの比較的均一な紅放と2T4mmの  

丘疹状紅斑の2種類に分かれ，また，発疹の出現も有熱  

期間中と下敷後が半々であった．   

1TW41型ウエルシュ菌食中毒  堀川和美・世良  

暢之・小河 章・常盤 覚：食品衛生研究，39（9），66－  

71，1989．   

ウエルシュ菌は，人，動物の腸管内及び土壌等に広く  

分布している細菌であるため，食中毒発生時において，  

本菌が原因菌であると確定されるまでには，原因食品中  

の菌数，毒素産生性，血清型等が主要な確定因子となっ  

てくる．昭和62年2月某施設において，下痢，腹痛，嘔  

気，悪寒を主徴とする食中毒が発生した．この施設は閉  

鎖性の集団であるにも係わらず，発生率は摂食率からみ  

て低率であった．しかし，分離されたウエルシュ菌の血  

清型は，市販のHobbs型に該当せず，伊藤らのTW抗  

血清に凝集した．通常ウエルシュ菌食中毒の発症菌数に  

はある一定の菌数が必要であると考えられている‥即ち  

食中毒例では食品1g中103－105個以上必要である．ま  

たウエルシュ菌の散発例においてもふん便1g中に108  

個であったという報告もある．本食中毒例では原因食品  

中の菌数は極めて少数であったが，患者ふん便中のエン  

テロトキシン産生量が高い力価を示すという相反する結  

果が得られた．今回分離したTW41型の本菌は耐熱性  

であり，いずれも強い毒素産生性があることが分かった．   

2 福岡県の非細菌性急性胃腸炎患者から検出された  

SmallRoundVirus  大津隆一・福吉成典・高橋克巳  

：感染症学雑誌，63（8），816－821，1989，   

福岡県において発生した非細菌性集団食中毒様事例の  

患者ふん便からウイルス様小型球形粒子を検出した．患  

者は小児から成人に至る幅広い年齢層で発生し，嘔吐・  

下痢・腹痛症状を呈したが数日で回復し予後良好であっ  

た．患者発生は主として冬期に集中し，12－1月に発生  

した事例では，カキが推定原因食品として挙げられるこ  

とが多く，それらの事例の平均潜状時間は約30時間で  

あった．電子顕微鏡下で検出された粒子は直径約  

30－35nmの辺緑に突起様構造を有するSRSV（small  

roundstructuredvirus）であった．免疫電子顕微鏡法に  

よると検出されたSRSV3群に大別されることが判明し，  

そのうちの一群はハワイ関連国子に近縁なSRSVである  

ことが示唆された．  

4 エコーウイルス18型感染症 北九州市1988年の15  

症例の臨床像 河野基子＊・藤野晴彦＊・稲光信二＊  

＊・梶原淳睦・植田浩司＝＊：感染症学雑誌，64（1），  

132－135，1990．  

1988年6月より7月，北九州市において主として顔面  

と四肢の斑丘疹を呈する発疹性疾患が流行した．特徴的  

な発疹を呈した15例（男児12例，女児3例）のうち，9  

例の便または咽頭ぬぐい液よりエコーウイルス18型が分  

離された．その15例の発疹症以外の症状は，発熱10例  

（66％），消化器症状7例（47％），上気道症状2例，髄  

膜炎1例，腱反射克進1例を認めた．   

＊ 新′ト倉病院．＊＊稲光小児科．＊＊＊九州大学医学部′ト児科   



一 95 －  

7 判別関数値を用いる血中PCBパターン解析  

中川礼子・篠原志郎・飯田隆雄・竹中重幸・深町和美・  

高橋克巳：福岡医学雑誌，80（5），287－290，1989．  

18名の生存油症認定患者と11名の生存健常者の血中  

PCB及びPCQ濃度，皮下脂肪中PCB．PCQ及びPCDF  

濃度，血中PCBの1／2値及び5／2値の7項目のデータを  

用い，それらの組合わせ，すなわち36組について，油症  

認定患者群と健常者群を判別する関数（判別関数）を計  

算した．各判別関数が有する理論的誤判別率から次のこ  

とが明らかになった．すなわち1項目の場合では，皮下  

脂肪中PCDFが，2項目の場合では皮下脂肪中PCDF  

を含む組み合わせが，3項目の場合では皮下脂肪中  

PCDF，皮下脂肪中PCQ及び血中PCQの組み合わせが  

判別に極めて有効であることがわかった．また，油症認  

定患者の個々の症例を，限界値0とする判別関数値で表  

現し，PCBパターン別に比較したところ，BC及びC  

タイプ群の症例はその関数の理論的誤判別率を越える割  

合で健常者として判別されることがあった．   

5 全国油症患者追跡検診の情報処理システムと昭和  

61年度検診結果について  片岡恭一郎・大久保彰人・  

篠原志郎・鹿田良夫＊・廣畑富雄＊：福岡医学雑誌，80  

（5），331－341，1989．   

昭和60年9月から開始された全国油症追跡検診の情報  

処理システムの紹介をした．また，これによって得られ  

た昭和61年鹿追跡検診データを用い，福岡県と長崎県の  

油症認定患者受診者の重要所見の比較を行った，その結  

果次のことが分かった．  

1．重要所見のうち，福岡県と長崎県受診者では有所  

見率に違いが認められた．すなわち，福岡県の認定患者  

では址爪，歯肉及び眼瞼結膜の色素沈着の有所見率が危  

険率1％で有意に高く，長崎県では頬粘膜及び口唇粘膜  

の色素沈着の有所見率が危険率1％で有意に高かった．   

2．血液PCB濃度の平均値の差の検定の結果，長崎  

県男の6．79ppbは福岡県男の4．39ppbに比べ危険率  

1％で有意に高かった．  

＊ 九州大学医学部公衆衛生学講座   

8 油症患者及び健常者の皮下脂肪組織中のPoly－  

cMorinated dibenzofurans（PCDFs）  飯田隆雄一  

中川礼子・竹中圭幸・深町和美・高橋克巳：福岡医学雑  

誌，80（5），296－301，1989．   

油症発生後18年目に採取した認定患者18名と健常者の  

皮下脂肪中のPCDFsを分析した．血液中のPCBsのガ  

スクロマトグラムのピークパターン（GCパターン）が  

Atypeを示す7名の患者では総PCDFs濃度の平均値は  

1900pptであった．血液中のPCBsのGCパタ，ンが  

BCまたはCtypeを示す11名の患者では絵PCDFs濃度  

の平均値は61pptであった，健常者の稔PCDFs濃度の  

平均値は11pptであった．Atypeを示す7名の患者では  

総PCDFs濃度の平均値は健常者のそれの約100倍高い値  

であった．患者皮下脂肪から2，3，7，8－TetraCDF，2，3，  

4，7，8－PentaCDF，1，2，3，4，7，8－HexaCDF及び  

1，2，3，6，7，8－HexaCDFが検出された．これら検出され  

たPCDFsは2，3，7及び8の位置が塩素で置換された毒性  

が高いとされる化合物であった．検出されたPCDFsの  

うち，2，3，4，7，8－PentaCDFが最も高い濃度を示し，ま  

た，健常者の皮下脂肪からも検出された．   

6 Conversion of arsenite and arsenate to methyl－  

arsenic and dimethylarsenic compounds by homogen－  

atespreparedfrom river＄and kidney＄Ofratsand mice  

MiyukiHirata＊，TakamiMohri．Akira Hisanaga and  

NoboruIshinishi：Applied Organometalic Chemistry，3，  

335－341，1989．  

無機ヒ素のメチル化を中心としたinvitro代謝   

ラット及びマウスの肝臓，腎臓ホモジネートを用いて，  

亜ヒ酸ナトリウムあるいはと酸ナトリウムのメチル化に  

ついて検討した．その結果，この反応にはメチル供与体  

としてs・アデノシルメチオニン，他にMgイオン，グル  

タチオン（GSH）が必須であった．ラットとマウスでは  

共に腎臓より肝臓の活性が高く，マウスよりもラットで  

のメチル化能が高かった．無機ヒ素は主に肝臓でメチル  

化されること，As（V）はAs（Ⅲ）と比較してメチル  

化を受けにくいことから，As（V）はAs（Ⅲ）に還元  

されてメチル化されることが示唆された．  

＊ 九州大学医学部  
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9 油症患者及び健常者の皮下脂肪組織中のPoly－  

chlorinated dibenzo－P－dioxins（PCDDs） 飯田隆  

雄・中川礼子・深町和美・高橋克巳：福岡医学雑誌，80  

（5），302－306，1989．   

最近の油症患者の皮下脂肪（7例），母乳（1例）及  

び血液（2例）について，PCDDs及びPCDFsを分析し  

た．患者の皮下脂肪から1，2，3，7，8－PentaCDD．1，2，3，  

4，7，8－HexaCDD及びOctaCDDが検出され，それらの  

濃度は，それぞれ，24－65ppt（平均43ppt），56－400  

ppt（平均160ppt）及び73－430ppt（平均160ppt）で  

あった．また，これらの脂肪中からは，2，3，4，7，8－  

PentaCDF（平均1400ppt），1，2，3，4，7，8－HexaCDF  

（平均410ppt）及び1，2，3，6，7．8－HexaCDF（平均79  

ppt）も検出された．油症患者の母乳から12pptの絵  

PCDDsと48pptの絵PCDFsが検出された．乳脂肪に対  

するこれらの濃度は，総PCDDsで440ppt，稔PCDFs  

で1800pptであり患者7名の皮下脂肪中のそれらの濃  

度と同様のレベルであった．患者の血液（2例）から平  

均2．6pptの総PCDDsと平均16pptの総PCDFsが検出さ  

れた．油症患者の試料では，PCDDs濃度はPCDFs濃  

度に比べてかなり低値であった．  

10 MutagenicityinChinesehamsterV79celIsand  

induction of micronuclei in mice by nitrated 

fluoranthenes HiroshiTokiwa，KazumiHorikawa，  

HirohisaOmuraandYukiakiKuroda：Exp．Oncol．（Life  

ScienceAdv．）．7，33－37，1988．  

ニトロフルオランテンのチャイニーズハムスター  

V79細胞に対する変異原性及びマウス小核誘発能につい  

て   

3，7一及び3，9－ジニトロフルオランテン（DNF）は，ざ．  

TyphimuriumHis一に対し変異原性が高く，枯草菌の  

DNA損傷テストについても強い致死活性を示すことが  

分かっている．そこで培養細胞及びマウス小核誘発能に  

ついて検討を試み，動物細胞に対する遺伝毒性を検討し  

た．チャイニーズハムスターV79細胞に対する変異原  

性は，6TGを耐性マーカーとすると弱いながらいずれ  

も変異原性が認められた．両物質はDMSOに対する突  

然変異性は期待する結果が得られなかった．一方，3，7一  

及び3，9－DNFによる小核誘発頻度は10－160mg／kg接種  

量でそれぞれ0．46－0．84％，0．46－0，56％で対照群（オ  

リーブ油）との間に明かな有意差（p＜0．01）が有り，  

この誘発頻度には量・反応関係が認められた．これらの  

結果から染色体異常誘発能を有していることが分かった．  

1196 微生物による水環境の評価方法に関する研究  

一生化学的性状試験及び新しい細菌の分類法による汚濁  

指標細菌の模索一  高田 智・徳永隆司・後藤義傾・  

小河 章：昭和63年度環境保全研究成果集，23－25，  

1989．：EnvironmentalResearchinJapan，1988，215  

－217，1989．   

汚濁指標細菌（Al，Ⅰタイプ）は合計42のフユノンに  

分類され種々の性質の細菌から構成されていることをす  

でに報告した．そこで，汚濁指標細菌の生理学的特徴か  

ら，新たな細菌の分類を考え，真の汚濁指標細菌の検索  

を行った．全分離株325株を（D草色の菌体色素の産生の  

有無，②低分子有機物の利用の有無 ③カタラーゼ試験  

の3つの条件で，8タイプに分類し，それらタイプの各  

河川の分布率と水質の関係を解析した結果，草色の菌体  

色素を産生し，カタラーゼ試験陽性で，低分子の有機物  

を全く利用しない細菌が真の汚濁河川型細菌であること  

が分かった．この細菌はFlavobacteriumIutescensであ  

ると推定している．一方，清浄河川の指標となる細菌は  

前述の分類法では特定できず，カタラーゼ陰性菌のなか  

に存在することが分かった．  

12 環境水に関する変異原性の評価  一機械すき和  

紙製造工場排水の影響一  北森成治・中村文書・松尾  

宏：用水と排水，31（11），992－997，1989．   

機械すき和紙製造工場5施設の各排水及びこれら工場  

周辺河川水（7地点）を対象に変異原性及び有機ハロゲ  

ン化合物の生成等の検討を試みた．工場排水の変異死原  

性は，pH7における溶媒抽出では，全試料について変  

異原性が認められなかったが，pH2では，5工場中2  

工場の排水について，TAlOO株，－S9mixで，変異原性  

が認められた．一方，河川水については，工場排水の流  

れ込みのない地点では，いずれも変原性が認められな  

かったが，工場排水の流れ込みのある地点では，工場排  

水と同じ変異原性の結果が得られ，その数値は，下流に  

なるに従って減少傾向にあった．これらの結果から，今  

回調査した河川水の変異原性は，機械すき和紙工場排水  

に含有されている変異原性物質に由来していると考えら  

れる．なお，変異原性の結果とTHM，TOX等の関連性  

は，必ずしも明確でないが，一般的な傾向としては，  

THM，TOX等が高い工場排水及び河川水が高い変異原  

性を示した．   
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151，3－，1，6－，1，8－ジニトロビレンの分析法  

永瀬 誠・大 沸彦・久晋啓次・松枝隆彦：平成元年度  

化学物質分析法開発調査報告書，p．83－97，1990．   

環境試料中の1，3－、1，6一，1，8－ジニトロビレン  

の定量法を確立した．本分析法は，水質試料については，  

ジニトロビレン類をヘキサンで撹拝抽出後，SEP－PAK  

シリカカートリッジでクリーンアップし水硫化ナトリウ  

ムを用いてアミノ化後，ベンゼンで抽出し蛍光検出高速  

液体クロマトグラフィー（HPLC）により定量する．底  

質試料及び生物試料については，アセトニトリルを用い  

て超音波抽出及び振とう抽出し，抽出液に蒸留水を加え，  

ヘキサンで撹拝抽出後，水質試料と同様の方法で処理し，  

HPLCにより定量する．本分析法の検出限界値は，水質  

試料0．025－0．040／∠〆J，底質試料30－36／∠g／kg，生物  

試料62－77／∠g／kgであった．なお，本分析法を用いて福  

岡県内の環境基準B水域の河川水，海水，東京湾底質及  

び生物試料（すずき）のそれぞれ1試料について分析し  

たところいずれの検体からもジニトロビレン類は検出さ  

れなかった．  

13lnduction of nitroarenesin cjgarette smoke  

COndensate treated wjth nitrate NobuyukiSera，  

HiroshiTokiwa and Tomio Hirohata＋：Toxicology  

Letters，50，289－298，1990．  

煙草タール状物質の硝酸処理によるニトロアレー  

ンの生成   

野菜類及び唾液中には硝酸及び亜硝酸塩が含まれてい  

るので，煙草喫煙者は口腔或は胃内で煙草タール状物質  

がニトロ化又はニトロソ化され変異原を生成する可能性  

がある．そこでフィルター上に捕集した煙草タール状物  

質を硝酸処理（10mM－3M），亜硝酸処理（10mM－3M），  

NO2（10ppM）に暴露処理し，生成された変異原物質の  

同定，定量を試みた．各試料はS．TyphimuriumTA98，  

S9mix存在，非存在下で変異原性を調べた．その結果，  

硝酸処理をした煙草タール状物質では顕著な上昇が認め  

られ，この活性部分を液一液分配，シリカゲルカラムク  

ロマトグラフィー，HPLCで分画し，変異原性を調べた  

ところ，3つの活性ピークが認められ，これらの活性画  

分についてGC・MSにより分析し，1－NP，1，3TDNP，  

Chryseneを同定した．  

＊ 九州大学医学部  

141一ニトロビレン，3一ニトロフルオランテンの分  

析法  久晋啓次・蛤植隆彦・永瀬 誠・大 沸彦：平  

成元年度化学物質分析法開発調査報告書，p．73－82，  

1990．   

環境中のトニトロビレン（1NP），3一ニトロフルオ  

ランテン（3NF）の定量法を確立した．本分析法は，  

水質試料中の1NP及び3NFをヘキサンで撹拝抽出し，  

GC－MSで定量する方法である．底質及び生物試料につ  

いては，アセトニトリルで抽出後，抽出液をヘキサンで  

洗浄し，蒸留水を加えた後，ヘキサンで撹拝抽出する．  

SEP－PAKシリカカートリッジによりクリーンアップし，  

GC－MSで定量する方法である．分析精度を良くするた  

めに，ニトロビレン・d9を内標準物質として添加する方  

法を用いた．水質試料500mJ及び底質，生物試料10g  

を採り本法を用いて検出限界を求めたところ1NPはそ  

れぞれ0．10FLg／l，3．9FLg／kg，10FLg／kgであり，同様に  

3NFはそれぞれ0．082FLg／l，8．4FLg／kg，19FLg／kgで  

あった．なお，本法を用いて，福岡県内の河川水，海水，  

生物試料（すずき）及び東京湾底質各1試料について分  

析したところ，1NP及び3NFは検出されなかった．  

16 DetermjnationofSudanⅢ，SudanⅥandSudan  

Red7Bin Water by High Performance Liquid Chro－  

matography afte r Mixing Extraction Makoto 

NAGASE．Takahiko MATSUEDA，Yasuhiko OSAKl：  

ANALYTICALSCIENCES．5，157－160，1989．  

撹絆抽出及び高速液体クロマトグラフィーによる  

水中のズダンⅢ，ズダンⅥ及びズダンレッド7Bの定  

上   

水中のズダンⅢ，ズダンⅥ及びズダンレッド7Bの  

可視検出高速液体クロマトグラフィーによる定量法を開  

発した．水質試料400mJを増枠子の入った容量500mJの  

メスフラスコに採り，塩化ナトリウム5gを加え溶解後，  

100m上のアセトンを加えた．蒸留水で500mJとした後，  

ヘキサンで撹拝抽出を行った．抽出液を濃縮乾固し，メ  

タノールに溶解後，ろ過し，HPLCにより定量した．上  

記3物質の抽出時にアセトンを添加すると，抽出溶媒で  

あるヘキサンが水中に細かく分散され，抽出率が大きく  

向上した．本分析法を用い，河川水及び海水について添  

加回収実験を行ったところ回収率は，河川水の場合ズダ  

ン Ⅲ92．8‰ ダズンⅥ89．8％，ズダントレッド7  

B72．9％であり，海水の場合94．6％，95．8％，98．1％で  

あった．また，定量下限値は0．55－0．66／∠g／エであった．   
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17 都市およぴその周辺における浮遊帰じんの挙動  

岩本真二・宇都宮彬・大石興弘・下原孝幸：大気汚  

染学会誌，25（2），170－179，1990．   

都市およびその周辺における浮遊粉じん（TSP）の挙  

動をみるために福岡市地域11地点で1987年5月11日－21  

日の11日間調査を行った．その結果，TSPの高濃度は  

移動性高気圧の後面時にみられ，TSPの上昇は主に炭  

素系成分の増加が寄与していることが推定できた．また，  

水溶性成分の分析データから，海塩を起源とするナトリ  

ウムイオンは海からの強い風によって内陸30km位まで  

入り込むことが推定された．更に，光化学反応により，  

一酸化窒素，二酸化窒素はオキシダントの上昇とともに  

その濃度が減少する傾向が観察され，水溶性有機炭素化  

合物（SOC）は硝酸イオンやオキシダントの1日最高値  

と相関関係がみられることから，炭素成分の二次生成粒  

子の指標になることが示唆された．バックグランド地点  

（標高920m）での硫酸イオンのデータから，硫酸イオ  

ンは移動性高気圧の通過時滞留の影響で1日当り2／‘  

g／m3程度づつ蓄積されていることがわかった．  

19 大1通気一検知管法による悪臭試料中アンモニア  

の簡易測定法  柳川正男・大崎よ妙子・池浦太荘・黒  

川陽一・武藤博昭：大気汚染学会誌，24（4），290－Z97，  

1989．   

従来の検知器（手動式ポンプ）ではなく電動式の吸引  

ポンプを用いて，公走法と同じ，5分間の通気時間条件  

の下，一定の通気速度で検知管に大量の通気をする悪臭  

試料中のアンモニアの高感度簡易測定法（改良検知管  

法）について，感度，繰り返し精度等の基本性能評価，  

及び実試料による本法と公定法の比較検討を行った．本  

法では大量の通気を正確に行うため，ダイアフラムポン  

プ，流量計及び湿式ガスメーターを用い，毎分150mJの  

通気速度で測定を行う，検知管は，市販品と同様アンモ  

ニアと硫酸の中和反応を利用するものであり，悪臭防止  

法の敷地境界線における規制値に相当する1－5ppmで検  

討を行った．その結果，本法は，感度，繰り返し精度，  

検知剤変色の色調，アミン類及び酸性物質類共存の影響，  

測定の迅速性及び各種悪臭試料における公走法との比較  

検討等に良好な性能を示した．これらの結果から，アン  

モニアの改良検知管法は，公定の一次スクリーニング法  

として十分な実用性を有することが判った．   

2¢ 蛍光光度法による大気中オゾン濃度測定  池浦  

太荘：大気汚染学会誌，24（2），160－162，1989．   

大気中のオゾン濃度を簡易に高感度で測定出来る蛍光  

度法を開発した．オゾンは，♪－アセトアミドフェノール  

（AAP）水溶液と，pH8．5の緩衝液を入れたインピン  

ジャーに捕集され，無蛍光のAAPと反応して強い蛍光  

を発する2量体を生成する．蛍光誘導体として4－ヒド  

ロキシー3－メトキシフユニル酢酸と♪－ヒドロキシフユニ  

ルプロピオン酸も有用であったが，蛍光強度とブランク  

値でAAPよりも劣っていた．オゾン濃度は，励起波長  

337nm，蛍光波長425nmにおける蛍光強度を測定する  

ことにより求められ，検出下限は約Zppb（大気試料101  

吸引時），紫外線吸収法によるオゾン測定値との対応も  

良かった（r＝0．99）．本測定法は感度・安定性に優れ，  

光や反応温度・反応時間の影響を受けず，安全性の高い  

試薬のみを使用する点に特徴がある．   

18 走査一分析型電子顕微銀を用いた発生源粉じんの  

指樺化および環境粉じん評価の読み  下原孝幸・宇都  

宮彬・岩本真二：大気汚染学会誌，24（2），100－111，  

1989．   

走査一分析型電子顕微鏡を用いた粉じん観察において，  

発生源粒子に特徴的な粒子形状の評価及び簡易な手法に  

より粉じんの組成を総合的にパターン評価する手法を検  

討した．即ち，形状特性，指標元素，組成パターン等か  

ら環境粉じんに占める主要な発生源粉じんを舵合的に評  

価し，その特性化を行い，これら発生源粒子と環境中の  

発生源由来と推定される粒子との比較，観察を試みた．  

顕微鏡を用いた粉じんの発生源寄与推定は視野の狭さや  

定量性の困難さから直接的な寄与率評価法としては難し  

いが，例えば塩化亜鉛，硫酸亜鉛粒子を確認することで  

環境粉じん中のカナオン，アニオン当量比の検討の際に  

重要な知見を与えてくれた．また，このような手法によ  

り組成類似の石炭ボイラー粉じんと土壌粒子，及び  

A且C重油ボイラー粉じん，灯油ボイラー粉じんの識別，  

環境中への寄与程度を大まかに知ることはリセプクーモ  

デルでの発生源寄与推定を行なう際に有効であることが  

考えられた．  
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23 悪臭物辛の肺易測定法に関する調査  柳川正  

男・地浦太荘・黒川陽一：平成元年度環境庁委託業務報  

告書，p．1－30，1990．   

悪臭用の硫化水素検知管及びスチレン検知管を用いる  

改良検知管法について，下水処理場，養豚場，FRP製  

造工場及び塗料工場でテドラーバッグに採取した臭気を  

用い，公走法（昭和59年環境庁告示第7号の方法）との  

比較検討等を行った．硫化水素及びスチレン検知管はそ  

れぞれA，Bの2社の悪臭用のものを使用した．硫化水  

素検知管について，A，Bの相関係数は，それぞれ0．976，  

0．960であった．また，本法の公定法に対する比の範囲  

及びその平均値は，Aが0，90－1．41，1．11，Bが0．94－  

1．70，1．27であり，BよりAの方が良い整合性を示し  

た．スチレン検知管については，九Bの相関係数はそれ  

ぞれ0．970，0．990であった．また，本法の公走法に対す  

る比の範囲及び平均値は，Aが0．73－1．33，0．91，Bが  

0．93－1．96，1．23であった．以上の結果から，両検知  

管に関して本法は公走法のスクリーニング法として十分  

使用できると考えられるが，何れの検知管にも変色の色  

調等に今後改良を要する点も観察された．   

21CMB法による浮遊粒子状物ギ発生源寄与の推定  

と評価  岩本真二：公害と村策，25（14），1415－1420，  

1990．   

浮遊粒子状物質の発生源は，自然起源，人為起源，二  

次生成物など多様に存在するため，正確な発生源寄与を  

求めるのは難しい，現在，この発生源推定には，リセプ  

ターモデルと呼ばれる方法が多く使われ，特にCMB法  

は，単一のサンプルでしかも比較的簡単に計算できるこ  

とからわが国でもいくつかの調査事例がみられるように  

なった．そこで，CMB法の概要を示すとともに，福岡  

県における適用例を示し，さらにCMB法とソースモデ  

ルの結合方法について検討した北九州市での事例を示し  

た．浮遊粒子状物質汚染に係わる今後の課題としては，  

①粒子状物質の動態の解明（高濃度要因における気象要  

素，発生源要素の区別，二次生成粒子の挙動解明），②  

解析手法の確立，③発生源データの整備といったことが  

考えられた．   

22 黄砂エアロゾルに関する調査研究  電子顕微鏡  

による粒子形状・組成評価  下原孝幸：平成元年度環  

境庁委託業務結果報告書 大気汚染研究協会，p，86－100，  

1989．   

黄砂は長距離移流中に硫酸ミスト等を吸着することか  

l ら，酸性雨等の環境被害を考察する上で重要な指標と考  
えられている．本研究では土壌等の粒子混入の少ない三  

郡山頂での黄砂期，非黄砂期のエアロゾルについて複合  

型電子顕微鏡を用いその特性を評価した．黄砂粒子は一  

般に空気力学的粒径評価から主に粒径4－5／∠m程度の粒  

子と報告されているが，顕微鏡下ではその一部が海塩成  

分により凝集した主に2－3〟m以下の微小粒子として観  

察された．測定方法により粒径評価が異なる原因として，  

黄砂粒子の高密度性，海塩成分による粒子間凝集が推定  

された．また，ライス状粒子が特徴的に観察され黄砂粒  

子の指標となることが考えられた．一方，黄砂期には時  

折，硫酸，硝酸イオン濃度の増加，石炭ボイラー粒子の  

混入が認められた．このことから，春季には大陸から石  

炭燃焼に伴い排出される硫酸イオン，硝酸イオン等が黄  

砂と共に我国へ影響を及ぼしていることが推定された．  

24 大牟田地区におけるオキシダント日長高濃度値の  

予測について  今村由★子・重江伸也＊：福岡県衛生  

公害センター冊子，p．ト14，1990．   

オキシダントはその生成機構，バックグラウンド濃度  

及び気象要素の影響等についても充分な解明がなされて  

おらず，予測が難しいと考えられている．福岡県大牟田  

地区においても，近年オキシダント濃度が上昇の傾向に  

ある，当地区でのオキシダント濃度の当日予測は，常時  

収集されている大気環境データを使い，国設小郡局の  

データから作成した予測式を用いて行われているため，  

実測値と予測値間で差異がみられ，充分な予測が不可能  

であった．したがって，各測定局について過去のデータ  

を基に，オキシダント濃度だけでなく他の要因も因子と  

して取り入れ，オキシダントに対する各因子の影響度に  

ついて調べるとともに，高い精度の予測式の作成を検討  

した．その結果，各測定局とも予測値と実測値の相関係  

数が0．68－0．78となり，両者の平均値の差も少ない借を  

得た．また，予測値が実測値の士0．012ppm以内となっ  

た割合は67．0－77．9％，オキシダント日長高濃度が  

0．06ppm以上となるかどうかの正解率は73．1－86．7％  

であった．  

＊福岡県保健環境部環境整備局公害課   
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25 みかん缶詰工場排水中のトリハロメタン前駆物質  

の検討  永淵義孝・松尾 宏・中村文書・三成滋夫  

＊・近藤紘之：水道協会雑誌，58（8），2－8，1989．   

みかんに含有されるクエン酸及びフラバノン類のみか  

ん缶詰製造工場工程別排水中の存在量を明らかにすると  

ともに，排水中に存在するこれらの物質のトリハロメタ  

ン（THM）前駆物質としての寄与について検討した．  

クエン酸及びフラバノン類に由来するトリハロメタン生  

成能（THMFP）の全体のTHMFPに対する寄与率は，  

工程ごとにそれぞれ差異がみられ，34－85％であった．  

特に身割工程排水あるいは絵合排水では50％以上がこ  

れらの物質に由来するTHMFPであった．これらのこと  

から，みかん缶詰工場排水中に存在するTHM前駆物質  

は，原料のみかんに由来する微量のクエン酸及びフラバ  

ノン類であることが明らかとなった．   

＊ 福岡県三井保健所   

27 食料品製造業排水のトリハロメタン生成能  永  

淵義孝・松尾 宏・中村又善・三成滋夫＊・近藤紘之・  

松浦聴朗・高橋克巳：用水と廃水，31（6），32－38，  

1989．   

食品製造業（17業種）の原水及び処理水についてトリ  

ハロメタン生成能（THMFP）を調査し，業種別の  

THMFP特性について検討した．その結果，原水の  

THMFPは特に豆腐・油揚製造業（8600FLg／l），果実缶  

詰製造業（6800／‘g／J）が高く，使用原料糸別には，農  

産物を使用する業種が畜産物あるいは水産物を用いる業  

種よりも高くなる傾向がみられた．処理水のTHMFPは  

大部分の業種では100／‘g／J前後であった．みかんを原  

料に使用している果実缶詰製造業のTHM生成率（単位  

炭素当たりのTHMFP）は極めて高く，原水中には  

THMFPの非常に高い前駆物質の存在が示唆された．食  

品製造業から排出されるTHM前駆物質は，紫外部の  

260nmから280nmに吸収を有する物質であり，使用原  

料によって異なることが分かった．   

＊ 福岡県三井保健所   

2‘生活雑排水処理施設の機能  永淵義孝・中村又  

善・松尾 宏・三成滋夫＊・近藤紘之・小河 章：全国  

公害研会誌，14（2），33－39，1989．   

生活雑排水を処理する代表的な3方式（接触曝気式，  

土壌浄化式，沈澱槽）の個別処理施設を選定し，各処理  

システムの処理機能等について検討した．その結果，接  

触曝気式あるいは土壌浄化式施設では，水質汚濁防止法  

の一律排水基準を十分に満足する良好な水質が得られ，  

これらの施設については維持管理が適切であれば，その  

機能は高く評価できると考えられる．一方，沈澱槽につ  

いては，前述の2施設と比較してその機能は劣るが，例  

えば，BODについては，約1／2程度に減少し，汚濁質  

の削減という観点からすると簡易処理施設としてはかな  

り評価できる．また施設の改善（処理槽前にためます等  

の設置）あるいは汚泥除去等の管理を適切に行えば，そ  

の機能は更に向上すると考えられる．   

＊ 福岡県三井保健所  

28 事業場排水中のトリハロメタン前駆物質の模討  

－みかん缶詰工場排水中のフラバノン類一  松尾  

宏・永淵義孝・中村又善・三成滋夫書・近藤紘之：水質  

汚濁研究，12（9），582－588，1989．   

食料品製造業排水中のトリハロメタン（THM）生成  

能を調査した結果，みかん缶詰工場稔合排水のTHM生  

成能が極めて高いことが分かった．そこで，排水中の主  

要THM前駆物質として，原料の温州みかんに含有する  

フラバノン類を想定し，その検証を行った．その結果，  

各工程排水からヘスペチレン及びナリンゲニンの二種類  

のフラバノン類が検出され，身割工程排水がフラバノン  

類の主要排水源であることが分かった．フラバノン類標  

準試薬のTHM生成率及び排水中のフラバノン類濃度を  

基に，排水中のTHM生成能に対するフラバノン類の寄  

与率を算定した結果，工程排水で10－92％の範囲にあっ  

た．また，総合排水では51％を示し，フラバノン類が主  

要なTHM前駆物質の一つであることが示唆された．   

＊ 福岡県三井保健所   
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31生物試料による今後の水質管理  近藤紘之：水質  

汚濁研究，13（1），10，1990．   

最近の水質汚濁の大きな社会問題の1つに全国的に顕  

在化しているトリクロロエチレン等による地下水汚染，  

ゴルフ場での農薬汚染，あるいはTBT，TPT等，難分  

解性微量有機化学物質による水質汚染がある．これらの  

汚染は，工場廃水を主とした従来の汚染とは異質であり  

極低濃度の“見え難い”“隠されだ’汚染で人体に対す  

る毒性，生態系に与える長期的影響も明らかではない，  

これらの汚染を従来のBOD，COD，等集合的特性として  

の量的評価で水質監視，管理を行う事は不可能なため，  

汚染物質各々の質的評価を行い，生態系との相互作用を  

解明する手法を検討すべきであろう．今後は，水質汚濁  

評価に生物試料を1）汚濁指標性2）有害物質，特に微  

量有機化学物質の生態系に与える影響調査の対象試料と  

して有効に活用して行くべきと考える．   

29 環境水及び事業場排水中の有機ハロゲン化合物  

中村又善・北森成治・石黒沸尚・松尾 宏・大野健治・  

近藤紘之：全国公害研会誌，14（1），25－30，1989．   

環境におけるTHM類，トリクロロエチレン等及び不  

揮発性有機塩素化合物の存在が問題となり，特に，地下  

水，河川水及び事業場排水中における存在量把握の重要  

性が指摘されている．U．S．EPAによって有機ハロゲン  

化合物総量のモニタリング法として指定されたTOX分  

析法を用いて環境水及び事業場排水における実態につい  

て調査を行った結果，地下水のTOX値は0．5－4．2  

〃gClハの低濃度レベルであった．また，クリーニング  

工場数地内の地下水のTOX値は2．0－13／‘gClハであり，  

そのほとんどでテトラクロロエチレンが検出され，当該  

工場の影響が明らかであった．テトラクロロエチレン等  

のTOXに占める割合は約8－47％であった．事業場排  

水については，クリーニング工場工程排水中のTOX借  

は，1400－120000〝gClハ，製紙工場排水中のTOX  

値は24－1400／‘gCl／上の濃度レベルで検出された．な  

お，農薬散布時期の河川水中のTOX値は塩素化合物を  

含んだ除草剤の散布前後で明らかに異なっており，散布  

農薬（含塩素化合物）の河川影響把握についてTOX計  

を用いることが可能と考えられた．   

30 環境水中全有機ハロゲン化合物の分析法に関する  

二，三の検討  石黒請尚・中村文書・北森成治・大野  

健治・松尾 宏・近藤紘之：水道協会雑誌，58（7），  

2－7，1989．   

TOX計を使用して有機ハロゲン化合物による環境水  

（地下水，河川水，湖沼水）汚染をモニタリングするた  

め，TOX計の機器性能，活性炭ブランク及びSSの影響  

について検討を行った．その結果，市販のTOX計の検  

出限界及び定量限界は，試料量が100m上の場合，それ  

ぞれ0．錮4，2．98〃gCl／J，試料量200mJの場合，それ  

ぞれ0．447，1．49〝gCl／Jであり，試料量を200mJとす  

れば汚染の少ない環境水のTOX（3／‘gClハ以下）測定  

も十分可能であること，また，活性炭ブランクは試料皇  

に伴って変化するが，蒸留水50mJを通水した時の活性  

炭40mgのTOX値をブランクとすれば誤差が少ないこ  

と，試料のSS濃度が10mg／J程度までは濾過による影  

響がほとんどないこと等を明らかとした．  

32 石英繊維濾紙を用いた水中の懸濁物質（SS），強  

熟減王（lL），懸濁態有機炭素（POC）および懸濁態有  

機窒素（PON）の連続測定  永淵 修：水処理技術，  

30（5），283－290，1989．   

水中におけるSS及びSS中のTL．POC．PONを簡便に，  

迅速に，精度よく測定する目的で石英繊維濾紙を用いた  

連続測定法を検討したところ以下の結果を得た．  

1）石英繊維濾紙（2500－QAST）はSSの測定におい  

て公走法と有意差はなかった．   

2）乾式燃焼法によるSS中のPOC，PONの測定をガ  

ラス繊維濾紙と石英繊維濾紙で比較したところ，ろ過材  

の前処理及び測定の精度の点から2500－QASTが優れて  

おり，また，lLも同時に測定できる利点があった．   
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33 力丸ダム湖の富栄兼化  一藻類tとCODの関  

係一   永淵 修・村田敦子：水質汚濁研究12（11），  

707－714，1989．   

福岡県内の1000万m3以上のダム湖の中で富栄養化の  

現象のみられる力丸ダム湖をフィールドに，CODの富  

栄養化指標としての適応性ならびに水質の代表性につい  

て検討した．湖内の各測定点で全COD（TCOD）は藻類  

の現存量をよく表わしており，特にダムサイトにおいて  

顕著であった．ダムサイト付近ではTCOD成分の中で  

溶解性COD（DCOD）が藻類の現存量と高い相関を示し  

た．また，TCODとクロロフィルa（Chla）の関係から  

求めた推計COD（CCOD）は藻類による代謝産物の  

DCOD成分が含まれていた．   

以上のように，TCODは藻類量との関係から富栄養化  

の指標として有効と考えられた．また，本ダム湖では藻  

類由来のDCODが特徴的に高かった，なお，本ダム湖  

のように河道をせき止めたダム湖の水質の代表点はダム  

サイト付近が適当であった．   

35  河川水中蛍光増自剤の迅速分析法及び県下主要  

河川水中濃度について  黒川陽一：福岡県衛生公害セ  

ンター年報，16，55－58，1989．   

河川中の蛍光増自剤（FWA）を高速液体クロマトグ  

ラフィーを用い迅速，簡易に分析する手法について検討  

を行った．試料を水試料のまま通常の注入量より多量の  

500／りをカラムに導入し，濃縮と分離を兼ねた．FWA  

の標準には4．4’－bis（2－Sulfostyryl）biphenyldisodium－  

saltを用い検討の対象とした．分析操作は，FWAを含  

む標準及び河川水100mJにドデシル硫酸ナトリウム  

（SLS．40mg／ml）を0．5ml添加し0．45FLmのフィルター  

によりろ過後，溶離液に0．1％過塩素酸テトラプチルア  

ンモニウムクロライドー45％アセトニトリルー55％H20を  

用いたODSカラムに導入し，蛍光検出器（358nm，  

430nm）により定量した．SLSの濃度は0．1－0．2mg／mlが  

適当であった．検出下限は，0．1／‘g／J，添加回収結果は，  

87－88％であった．また主だった妨害成分は見られな  

かった．この手法を用い福岡県内の河川水を調査したと  

ころ0．11－6．31〃g／Jが検出された．   

34 蛍光積出器を用いる高速液体クロマトグラフィー  

による環境水及び工場廃水中のアセトアルデヒド，アク  

ロレイン，プロピオンアルデヒド及びクロトンアルデヒ  

ドの定t  大嶋靖彦・永瀬 誠・桧横隆彦：分析化学，  

38（5），239－244，1989．   

環境水及び工場廃水等水試料中のアルデヒド類を定量  

する方法を確立した．水試料を洗気瓶に入れ，塩化ナト  

リウムを飽和し，80℃の湯浴中で窒素ガスを通じながら  

アルデヒド類をパージした．パージされたアルデヒド類  

を2－ジフェニルアセチルー1，3一インダンディオンー1－  

ヒドラゾンを含有するアセトニトリル溶液に捕集し，誘  

導体化した後，高速液体クロマトグラフ（HPLC）でア  

ルデヒド類を定量する．HPLCの測定条件は次のとおり．  

カラム：ZorbaxODS，5FLm，4．6mmX25cm，移動相：ア  

セトニト1）ル／水（8：2），流量：1．Oml／min，恒温槽：  

45℃，励起波長：425nm，蛍光波長：525nm．アルデヒド類  

の測定値は測定したピーク高さとあらかじめ作成した検  

量線から算出した．この方法による水試料からの回収率  

は，アセトアルデヒド：92－98％，アクロレイン：  

82－96％，プロピオンアルデヒド：94－99％，クロトンア  

ルデヒド：79－96％であった．  

3‘96．ユスリカ（双粗目，ユスリカ科）幼虫による  

河川水賓判定法の検討  －ユスリカ幼虫群集による河  

川有機汚濁の評価一 山本美穂・山l崎正敏・杉 寿昭：  

昭和63年度環境保全研究成果集（Ⅲ），18－21，1989．  

EnvironmentalResearchinJapan，1988，211－212，1989．   

博多湾流入4河川のユスリカ幼虫相を明らかにし，河  

川におけるユスリカ幼虫群集の流程変化と水質の有機汚  

濁との関係を解析した．その結果，ユスリカ幼虫群集は  

基本的には上流型と中・下流型とに大別でき，中・下流  

域のユスリカ幼虫群集組成は水質の有機汚濁の強度に支  

配されていることがわかった．さらに，ユスリカ幼虫と  

ユスリカ幼虫以外の大型底生動物との分布パターンの重  

複度及びユスリカ幼虫の分布パターンによるクラスター  

分析，珪藻群集有機汚濁指数（DAIpo）の応用によるユ  

スリカ幼虫群集有機汚濁指数（CLCIpo）を用いた河川  

有機汚濁の数量的評価を検討した．その結果，従来の汚  

水生物学的知見との整合性はよかった．また，CLCIpo  

による河川汚濁評価の体系は水質総合指標（WQI）によ  

る同じ河川の汚濁評価の結果とよく対応し，ユスリカ幼  

虫を用いる数量的河川汚濁評価法として有効であると考  

えられた．   



－103－  

39 分析電子顕微銀による環境中のアスベストに関す  

る研究（第1報）－商業地域について一  高尾★－・  

田上四郎・櫻井利彦：大気汚染学会誌，24（3），214－226，  

1989．   

商業地域を対象にして環境大気中のアスベストを光学  

顕微鏡法（PCM）及び電子顕微鏡法（TEM）により測  

定し，濃度，繊維サイズの分布特性を検討した．PCM  

及びTEMの濃度は一般的な都市環境濃度レベルである  

ものの，季節変動が大きかった．TEMの濃度の中では  

長さ5／∠m未満の短い繊維が96％を占め，両液度間に相  

関関係はみられなかった．アスベスト種はクリソタイル  

とトレモライトで，特にトレモライトはゴム工場で使用  

されるタルクの共存物質に由来している可能性が示唆さ  

れた．繊維の長さと幅の分布特性は，長さ5／∠m以上の  

繊維でみるとaspect比の平均27：1を示した．アスベ  

ストの質量濃度は種類，形状の違いにより大きな変動を  

示し，幅が1／∠m以上の太いトレモライトが出現すると  

濃度が高くなった．総繊維濃度はアスベスト濃度の約  

120倍の高濃度であり，アスベスト以外の繊維状物質が  

きわめて多く共存した．   

37 96．水質判定のためのユスリカ幼虫サンプリング  

の基礎的研究  一方形枠最小面積の検討及び総括一  

杉 奉昭・山崎正敏・山本美穂：昭和63年度環境保全研  

究成果集（Ⅱ），21－22，1989．  

EnvironmentalResearchinJapan，1988，213－214，1989．   

昭和60－63年の間に，サーバーサンプラ一によるユス  

リカ幼虫のサンプリング法について検討した結果は以下  

のように要約できる．   

方形枠の大きさ：25cmX25cm方形枠は，種類が増加  

しなくなった時の種類数の1／2を採集し，しかも群集組  

成を把撞するための最小の面積をみたす．   

必要繰り返しサンプル数：調査区域内からサンプリン  

グポイントをランダムに抽出し，さらに区域内の種類組  

成を把握するためには最低5サンプルが必要である．   

川床の徴環境の差によるサンプルの相違：河川評価の  

ためのサンプリングにさいしては調査地点内の流速の異  

なる箇所からサンプルを得る必要がある．   

40 分析型電子顕微鏡による環境中のアスベストに関  

する研究（第2報）一幹線道路沿線地域について一  

高尾真一・櫻井利彦・田上四郎：公害と対策，25（15），  

1513－1518，1989．   

車両通行台数約2000台／hの幹線道路（国道201号バ  

イパス）沿線で，メンブランフィルター上に浮遊粉じん  

を捕集し，光学顕微鏡（PCM）及び電子顕微鏡（AEM）  

によってアスベスト繊維を測定し，両測定方法等を比較  

検討した．その結果，PCM及びAEM濃度はいずれも  

立地条件，気象条件に左右されて低濃度であり，両濃度  

間に有意な相関関係はみられなかった．アスベスト種は  

ほとんどがクリソタイルで，まれにアモサイトも検出さ  

れた．長さ1／▲m未満の短い繊維が多く全体の50－60％  

を占めた．クリソタイルの形態種別は単一繊維の他に路  

肩では繊維の集合体が観察された．周辺環境の発生源状  

況からみてこの地域のアスベストは自動車のブレーキラ  

イニングに由来していることがAEMにより明らかと  

なった．   

38 大型底生動物による河川生態系評価手法調査  

山本美穂・杉 寿昭・山崎正敏・高田 智（他3機関）：  

平成元年度環境庁委託業務結果報告書 大型底生動物に  

よる河川生態系評価手法調査，p．1－156，1990．   

日本の河川生態系の評価に英国で開発されたBMWP  

スコア法を適用するとき，英国の河川大型底生動物各科  

に設定されたスコア値をそのまま日本の河川大型底生動  

物各科に適用することは無理であり，日本産大型底生動  

物各科に対し独自のスコア表を作成する必要がある．そ  

のために，日本の大型底生動物の指標生物表を基に仮ス  

コア表を作成し，初年度調査を実施するとともに，仮ス  

コア表の安当性，実際の採集データからスコア表を数理  

的手法により作成する方法論的可能性，仮スコア作成に  

用いた指標生物表の数値を改めて数理的に解析，仮スコ  

ア表の修正などを検討した．また，これらのスコア表に  

基づく評価値と従来から日本で汎用されてきた大型底生  

動物による河川水質評価結果との対応を吟味し，修正仮  

スコア表の妥当性を検討した．この結果，汚濁階級指数  

を基盤とする科別スコアから得られた評価値と水質評価  

結果，科別出現傾向のクラスター分析結果及び科別の水  

質汚濁に対する数理的序列におおよそ整合性が認められ  

た．  
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山 分析型電子顕微鏡による建材中の鉱物繊維の同定  

田上四郎・櫻井利彦・高尾真一：公害と対策，25（10），  

10－14，1989．   

繊維状粒子が発生しやすい形態の建材である吹付け材  

及び住宅用断熱材を対象として，建材中に含まれる鉱物  

繊維の同定を検討した．同定は分析型電子顕微鏡による  

SEM像の観察及びエネルギー分散型Ⅹ線分析装置  

（EDX）を用いた元素分析によって行い，さらに鉱物繊  

維の物理的，化学的特性（強度，耐酸性）を利用した簡  

便なスクリーニング試験を試みた．分析型電子顕微鏡に  

よる建材試料中の鉱物繊維の同定の結果と簡便なスク  

リーニング試験による結果とはよい一致を示した．吹付  

け材には複数の種類のアスベストが使用されていたり，  

あるいはロックウールと併用されていることがしばしば  

みられた．アスベスト対策工事あるいは建築物解体工事  

における室内外の環境調査において，アスベスト濃度を  

より正確に評価するうえで，建材中鉱物繊維の同定は重  

要であると考える．   

学会・研究会等発表抄錦  

1 分析型電子顕微銀による吹付け材及び断熱材中の  

鉱物繊維の同定  田上四郎・櫻井利彦・高尾真一：第  

62回日本産業衛生学会，青森市，平成元年4月28日   

要旨は本誌誌上発表抄録p．104に同じ．   

2 変異原物質および発がん物賃のRice Fiberへの  

吸着効果  世良暢之：第2回抗変異原研究会，京都市，  

平成元年5月13日   

変異原物質の腸管内排除を目的として，食物繊維に対  

する変異原及び非変異原物質の吸着能を検討した．Rice  

Fiber（RF）は，米ぬかを原料として酵素法によって調  

整した．対照にはCellulose及びCornbran（CB）を用  

いた．吸着方法は，Cellulose，CB及びRFを10mg／ml  

に調整し，変異原1FLg／mlの溶液（Methanol：水＝1  

：1）を加え，37℃，30分間インキエペー トし，遠心分  

離後，上澄の変異原残存濃度をHPLC，変異原性によっ  

て測定した．変異原のRFへの吸着は，20－50℃の温度  

域に影響されなかったが，ある種の変異原（Trp－P・1  

等）はpH，塩濃度により吸着率が低下した．RFへの吸  

着率は，芳香族ニトロ化合物では83．5－91．2％，ヘテロ  

サイクリックアミン類では81．7－89．3％，フラボノイド  

系化合物では89．ト89．8％と非常に高い．吸着したRF  

は，腸管内の好気性，嫌気性細菌の存在下でも影響は認  

められなかった．これらの食物繊維は，変異原を強く吸  

着することから，大腸がんや直腸がんの一次予防に適し  

ていると考えられる．   

42 福岡県における環境大気中アスベスト濃度につい  

て  櫻井利彦・田上四郎・高尾真一：全国公害研会誌，  

14（3），149－154，1989．   

一般環境中のアスベスト濃度を把握するため，立地特  

性（商業地域，内陸工業地域，港湾地域，臨海工業地域，  

農業地域，蛇紋岩地域，Ll＿l間部，幹線道路沿線地域，発  

生源，室内環境）別に，大気中アスベスト濃度の測定を  

行った．その結果，以下の知見を得た．1）特異的な地  

点を除き，各地域の環境大気中アスベスト濃度の平均値  

は0．30－5．83（f／J）の範囲であった．2）特異的地点の  

一つとして，石綿スレート材を使用した工場屋建設中に，  

アスベスト濃度は平常時の3倍まで上昇した．3）蛇紋  

岩採石場内のアスベスト濃度の平均値は，採石場及び発  

じん施設からの距離によっても異なるが，各測定地点で  

みると9．72－44．2（∽）で振動ふるい機及びクラッ  

シャー付近で高濃度が観測された．また発生源からの距  

離が離れるにつれアスベスト濃度が急激に減少すること  

が分かった．4）蛇紋岩地域の自然汚染レベルは，商業  

地域のアスベスト濃度と同程度であった．5）幹線道路  

沿線でのアスベスト濃度は，路肩で高く，20mほど離  

れると減少することが分かった．  
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5 消毒剤から分離したセラチアの性状について  

甲斐麻美子・堀川和美・世良暢之・小河 章：第36回福  

岡県公衆衛生学会，福岡市，平成元年5月18日：第48回  

日本公衆衛生学会，つくば市，平成元年10月26日   

薬剤耐性菌の存在は古くから知られているが，最近で  

は消毒剤についても同様な耐性菌の出現が報告されてい  

る．今回我々は殺菌効力試験のために提出された某社製  

塩化ベンザルコニウム10％原液が，細菌によって汚染さ  

れている事例に遭遇した．この汚染菌は生化学性状から  

色素非産生のSg〝α血刑αγCβざC卯ざと同定されたが，これ  

は院内日和見感染の原因菌の一つである．次にこの分離  

菌に対する市販の逆性石鹸液（塩化ベンザトニウム10％  

原液）の殺菌効力をKelsey－Sykes法によって評価した．  

その結果，原液の8％でも殺菌効果が認められないこと  

がわかった．このことは通常手指の消毒に使用されてい  

る原液の1％濃度では，消毒効果が全く期待できないこ  

とを示唆している．また分離菌の薬剤感受性についても  

検討したが，セファゾリン，セフスロシン，フォスフォ  

マイシンでは32〃g／mヱまでは耐性を示した．今後，消  

毒剤の使用に当たっては，耐性菌の存在に留意する必要  

があると考えられる．   

3 福岡県における感染症の流行について（昭和62年，  

63年）  梶原淳陸・千々和勝己・福吉成典・高橋克巳  

：第36回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成元年5月18  

日．   

昭和62年，63年に結核・感染症サーベイランス事業を  

通じて当課に搬入された検体は，昭和62年176名分195件，  

63年が227名分291件であった．分離されたウイルスの総  

数は134株で，その内訳はエンテロウイルスが約77％の  

103株，次いでアデノウイルス13株，ロタウイルス，イ  

ンフルエンザウイルスが共に7株であった．ヘルパン  

ギーナより63年に分離されたコクサッキーA2型は，当  

県において，昭和57年の感染症サーベイランス事業発足  

以来，初めての分離であった．手足口病は，エンテロ71  

型が原因ウイルスである場合には，髄膜炎を併発しやす  

く，同ウイルスが流行した62年は，搬入された手足口痛  

33例のうち11例が，髄膜炎を併発していた．不明発疹症  

は，63年にエコー18型による大流行が全国的に起こった．  

感染性胃腸炎は毎年冬期に流行を繰り返しているが，63  

年に小型球形ウイルス（SRV）が初めて検出された．   

4 インフルエンザ不満化ワクチンの経鼻接種試験  

（第2報） 石橋哲也・福吉成典・高橋克巳：第36回  

福岡県公衆衛生学会，福岡市平成元年5月18日   

インフルエンザ（“イ”）流行前に，看護学校学生に  

“イ”ワクチンを喉頭噴霧器を用いて経鼻的に接種し，  

抗体の産生状況並びに感染防御効果について検討した．  

ワクチン接種によりHI抗体が2倍及び4倍に上昇した  

のはA／山形／120／86（HINl）株で90．5％・38．1％，  

A／福岡／C－29／85（H3Nz）株で95．2％・47．6％，  

A／四川／2／87（H3N2）株で90．5％・50．0％，B／  

長崎／1／87株で92．9％・59．5％であった．また，抗体  

陰性者のワクチンによる抗体獲得は平均で84．5％であっ  

たが，ワクチン株により差があった．ワクチン接種群  

（42名）での“イ”ウィルス感染者はAソ連型（HIN  

l）に2名，一方，非接種群（32名）ではAソ連型（HI  

Nl二）に4名であった．本法で感染を防止できる抗体を  

得るためには，ある程度の基礎免疫が必要であり，反復  

接種によりブースター効果を期待せざるを得ない．また，  

有効性については，地域あるいは学校単位で対象者を増  

やし大きな集団で検討する必要がある．  

6 油症患者皮下脂肪，母乳，血液中のPCDF，  

PCDDについて  深町和美・飯田隆雄・中川礼子・  

高橋克巳：第36回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成元  

年5月18日   

油症発生以来20年の患者の皮下脂肪，母乳，血液中の  

PCDF，PCDDの分析を行った．その結果，油症患者の  

皮下脂肪中から検出されたものは，PCDF異性体として  

2，3，4，7，8－penta，1，2，3，4，7，8－hexa，1，2，3，6，7，8－  

hexaCDFであり，PCDD異性体として，1，2，3，7，8－  

penta，1，2，3，4，7，8－hexa，OCta－CDDであった．油症  

患者の血液から，平均16pptの総PCDFと2．6pptの総  

PCDD濃度が検出された，血液中の各PCDF，PCDDの  

濃度の構成比は皮下脂肪中のそれと類似していたので，  

血液中のPCDF，PCDDの測定により，これらの体内残  

留量追跡調査が可能である．   
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7 漬物中に存在する変異原物質の同定  世良暢  

之・竹中重幸・堀川和美・甲斐麻美子・常盤 尭：第36  

回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成元年5月18日   

日本人の食習慣として古くから摂食されている漬物  

108検体について変異原物質を検索したところ，2種類  

のフラボノール化合物（ケルセナン及びラムネナン）が  

同定された．また漬物の変異原性と漬物に含まれるケル  

セナン濃度との間には高い相関が認められた．漬物は秋  

田産が24種，久留米産が84種の計108種について検討し  

た．変異原性はネズミチフス菌TA98株及びTAlOO株  

を用いて測定した．漬物はメタノール：クロロホルム  

（1：1）で抽出濃縮した後，セファデックスLH20及  

びHPLCで分画精製した．変異原性の高い部分は  

HPTLCでのRf値の測定及びシ1）ル化を行った後GC及  

びGC－MSにより分析，同定を行った．秋田産別種の漬物  

の変異原性は租抽出物あたりTA98及びTAlOO株（S9  

存在下）で43±72，48±74Revノmg，久留米産84種のそ  

れは20±46，24±54Revノmgであった．漬物（大根の  

薫製と人参の味噌漬け）の抽出濃縮液をHPLCで分画し  

た2つのピークはHPTLC，GC及びGC－MSの結果より，  

ケルセナン，ラムネナンと同定された．   

9 三郡山におけるバックグラウンドオゾンの挙動  

宇都宮彬・岩本★二・溝口次夫●：第36回福岡県公衆衛  

生学会，福岡市，平成元年5月18日  

1986年4月一1988年3月まで福岡市の東南東18kmに  

位置する大気の清浄な高所地点である三郡山山頂  

（920m）でオゾンのモニタリングを実施した．また，  

内陸低汚染地点に位置する小郡局のオゾンを併せて解析  

した結果次のことが分かった．（1）三郡山山頂のオゾン  

濃度は成層圏由来のオゾンを反映している．（2）三郡山  

山頂で観測されるバックグラウンドオゾンは，季節変動  

があり，春期に最も高くなる．（3）バックグラウンドオ  

ゾンは移動性高気圧下で高く，南の湿った気団に覆われ  

るとその濃度は低くなる．  

＊ 国立公害研究所  

8 タバコ煙からのホルムアルデヒド生成と個人曝環  

1  櫓腑幸範：第36回福岡県公衆衛生学会，福岡市，  

平成元年5月18日   

ホルムアルデヒドの室内汚染は，粘膜の刺激や呼吸器  

疾患等の人体被害をもたらす，なかでもタバコの熱分解  

で容易に生成され，タバコ喫煙の有無は，個人曝露濃度  

に大きく寄与すると思われる．本調査は喫煙時における  

ホルムアルデヒドの生成量を測定し，個人曝露量及び受  

動喫煙による曝露濃度を明らかにした．ホルムアルデヒ  

ドは，タバコ喫煙での不完全燃焼により生成し，副流連  

中（平均127／‘g）には，主流煙（平均44／‘g）の2．1－  

4．5倍のホルムアルデヒドが含まれていた．タバコ20本  

を喫煙した場合，喫煙者で0．88mg，受動喫煙によって  

0．96mg／日／30m3の曝露量を示し，受動喫煙による影響  

の大きさが指摘された．更に，30本以上の喫煙者がいる  

場合，西ドイツ等の室内環境基準値0．1ppmを超える結  

果となり，タバコ喫煙の有無は閉鎖性室内におけるホル  

ムアルデヒド汚染の主要な発生源と考えられる．  

10 雨水成分に関する調査  地上雨水と上空雨水の  

喜成分濃度の比較  大石典弘・宇都宮彬・岩本★二：  

第36回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成元年5月18日   

酸性雨の生成にはレインアウト（雲内除去），ウオッ  

シュアウト（雲下除去）といわれる汚染物質の取り込み  

過程が大きく関与している．そこで昭和63年5月に地上  

雨水とともに上空雨水を同時に採取し，その雨水のpH  

及び成分濃度を比較した．両雨水のpHは類似した変動  

をするが，地上雨水の方が低い値であった．成分濃度に  

ついては，雨水を酸性化する硫酸イオン濃度は両雨水と  

もほとんど変わらないが，これを中和するカルシウムイ  

オンは上空雨水で，アンモニウムイオンは地上雨水で高  

い濃度であった．雨水のpHには硫酸イオン，硝酸イオ  

ン，アンモニウムイオン，カルシウムイオンが主に関係  

していると考えられるので，水素イオン濃度について硫  

酸イオン濃度と硝酸イオン濃度の和からアンモニウムイ  

オンとカルシウムイオン濃度の和を引いた値との相関を  

調べた．その結果，地上雨水，上空雨水でそれぞれー＝  

0．97，0．81の高い相関係数が得られ，pHが主にこれら  

の成分により説明されることがわかった．   
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13 ゴルフ場の農場に関する調査  石黒沸尚・大野  

健治・北森成治：第36回福岡県公衆衛生学会，福岡市，  

平成元年5月18日：第48回日本公衆衛生学会総会，つく  

ば市，平成元年10日26日   

近年，ゴルフ場で使用される農薬による環境水の汚染  

が社会問題として提起されている．しかし，ゴルフ場で  

使用される農薬についての詳細な調査報告はほとんどな  

い．そこで，1988年10月から1989年2月にかけて県内の  

某ゴルフ場において殺虫剤のダイアジノン及びフェンチ  

オンについて調査を行った．その結果，ダイアジノンは  

ゴルフ場内の調整池から最高0．6／上が上，排水溝から最高  

0．3〃g／ヱ検出されたが，ゴルフ場の排水が流入する河川  

からは，調整池の水を大量に放流したときを除いて検出  

されなかった．一方，フェンチオンは使用量が少なかっ  

たためいずれの試料からも全く検出されなかった．また，  

ダイアジノン及びフェンチオンの水中での分解性を検討  

した結果，これらの有機リン系農薬は，環境水中の微生  

物により約3週間で生分解することが明らかとなった．  

11路上粉じん中のアスベストについて  櫻井利  

彦・田上四郎・高尾よ－：第36回福岡県公衆衛生学会，  

福岡市，平成元年5月18日   

韓境中のアスベストの挙動を把握するためには，路上  

粉じん中のアスベストの評価を行う必要がある．演者等  

は路上粉じんを集め，一定条件下で発じんさせることで  

路上粉じん中アスベスト評価の可能性を検討した．路上  

粉じんは，アスベスト含有製品製造工場数地境界5地  

点，工場を中心として半径600m内にある道路の交差点  

付近9地点及び地域が異なり比較的交通量の少ない地  

点（バックグラウンド）1地点を選んで採取した．次に，  

粉じんを80℃24時間加熱後425〃mのメッシュでふる  

い，発じん用試料とした．これにより，0．5gを一定量  

の容器中で発じんさせ，ろ紙上に捕集し位相差顕微鏡で  

アスベストを計測した．その結果，各地点をバックグラ  

ウンド地点のアスベスト計測値と比較すると，敷地境界  

地点では，3－13．9倍と高い倍率なのに比べ，交差点  

付近の地点では，1．1－5．2倍と比較的低い倍率にあっ  

た．このことは路上粉じん中のアスベストを比較するこ  

とにより環境中のアスベストの挙動の一端を知る手掛か  

りになると考えられた．  

12 河川におけるベンゾエビンの生分解性  馬場義  

輝・徳永隆司・松田昇●・高田智：第36回福岡県公衆衛  

生学会，福岡市，平成元年5月18日   

福岡県下の某河川で魚類のへい死事故が発生した．調  

査の結果，原因は流入した農薬のベンゾエビンによるこ  

とが明らかとなった．そこで，ベンゾエビンの河川水中  

での生分解性及びグッピーに対する急性毒性試験を行っ  

た．ベンゾエビンにはα体とβ体が存在するが，α体，  

β体のTLm値はそれぞれ6．1FLg／l，23．5FLg／lであった．  

マリックス粒剤に含まれるベンゾエビンのコイのTLm  

借は7．2／▲gハである．従って，ベンゾエビンの毒性は  

グッピーよりコイに対しての方が高いことが分かった．  

生分解試験はリバー・ダイアウェイ法で行った．α体，  

β体はそれぞれ河川水中で微生物により分解され，1日  

でα体が10％，β体が17％分解された．またα体，β  

体ともにpHが8．0では，4日間でその80％以上が分解さ  

れた．以上のことから，ベンゾエビンは河川水中で化学  

的及び微生物的に分解されることが分かった．  

＊ 福岡県山門保健所  

14 ガスクロマトグラフィーによる環境試料中の有機  

スズ化合物の定1法  永瀬 誠：第36回福岡県公衆衛  

生学会，福岡市，平成元年5月18日   

環境試料中のトリブナルスズ化合物（TBT）及びトリ  

フユニルスズ化合物（TPT）の定量法について検討した．  

水質試料については試料をメスフラスコに採り，塩酸，  

L一アスコルビン酸を加え，溶解後，ヘキサンを加える．  

撹拝子を用いて横枠しながら水素化ほう素ナトリウム・  

エタノール溶液を滴加し，TBT及びTPTの水素化及び  

抽出を行う．ヘキサン抽出液をSEP－PAKシリカカー  

ト］）ッジでク1）－ンアップ後，FPD付GCを用いて定量  

する．底質試料については塩酸－メタノールー酢酸エチ  

ル混合溶液で抽出を行い，抽出液をレアスコルビン酸  

溶液の入ったメスフラスコに移し，ヘキサンを加え，水  

質試料と同様の操作を行う．TBTの回収率は，水質試  

料98．2％，底質試料90．2％であり，TPTの水質試料か  

らの回収率は53．3％であった．なお，TPTは底質試料  

からは回収されなかった．また，TBTの定量下限は，  

水質試料0．2ng／mL，底質試料10ng／gであり，TPTの水  

質試料の定量下限は1．Ong／上であった．   
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15 大気清浄度指数による福岡県内6地区の大気環境  

評価  村田敦子・杉 寿昭：第36回福岡県公衆衛生学  

会， 福岡市，平成元年5月18日   

福岡県内の主な都市を含む6地区（北九州，大牟田，  

久留米，福岡，苅田，行橋，豊前）における大気汚染度  

の地域差及びその経年変化を樹木に着生する地衣・辞苔  

植生におよぼす生物影響を通じて評価する研究を，昭和  

53年以来継続して行っている．これら6地区の第2回調  

査結果から算出したIAP＊（大気清浄度指数）を評価ク  

ラス区分し，大気汚染度の地域的な差を比較した．北九  

州及び大牟田地区では，大気環境は昭和53年頃から急激  

に良くなり，着生地衣・辞苔植生にもその結果が反映さ  

れていることは別報で述べたが，当地区では，他の地区  

にはみられない低い評価クラスがある（工業都市型）．  

中心部に市街地のある久留米及び福岡地区ではクラス区  

分Ⅵが最も高い（商業都市型）．苅田・行橋及び豊前地  

区ではクラス区分Ⅴまでは全くなく，大気環境の良好さ  

を反映している（田圃都市型）．   

17 The roleof nitroarenesin the mutagenicjty of  

airborne particulates indoors and outdoors Hiroshi 

Tokiwa，NobuyukiSera，Mamiko Kai：International  

COnference of Genetic Toxicology of Complex Mixtures．  

Washinton．DC，July4，1989．  

室内及び屋外空気の変異原性に対するニトロア  

レーンの役割   

灯油ストープや都市ガス燃焼物は変異原物質を生成し  

室内を汚染する可能性がある．変異原の主成分は芳香族  

炭化水素やニトロアレーンである．室内汚染物質として  

は灯油ストーブと都市ガスを選び，室外は札幌市の大気  

を選んだ．試料はⅩAD－2樹脂またはシリカファイバー  

フィルター上に捕集した後，超音波抽出，液一液分配，  

シリカゲルカラムクマトグラフイーで分画し，HPLC及  

びGC－MSで分析を行った．灯油ストープの燃焼生成物  

中には，粒子状物質あたり，1－NPが8．7／瑠／g，1，3－，  

1，6－，1，8－DNPがそれぞれ1．8，1．2，0．08／瑠／g検  

出された．大気粒子状物質からもDNP，DNFが4－10  

pg／m3検出された．これらの結果により，灯油ストーブ  

燃焼物は高濃度にニトロアレーンに汚染されている．  

川 大型底生動物による河川水賞評価へのDAIpoの  

応用  杉 奉昭・山本美穂・山崎正敏：第36回福岡県  

公衆衛生学会，福岡市，平成元年5月18日：第15回九州  

衛生公害技術協議会，別府市，平成2年2月23日   

渡辺・浅井・伯者（1986）の珪藻群集有機汚濁指数  

（DAIpo）の理論を応用してユスリカ幼虫群集による河  

川有機汚濁の数量的表現を試みた．このユスリカ幼虫群  

集有機汚濁指数（CLCIpo）値とユスリカ幼虫3生態群  

（好汚濁性，広適応性，好清水性）の構成比との関係は  

おおよそ満足な規則性が認められ，しかもCLCIpo値と  

総合的水質汚濁指標（WQI）とは高い負の相関を示した．  

このことから，DAIpoの理論を導入したユスリカ幼虫  

群集有機汚濁指数（CLCIpo）は河川有機汚濁の数量的  

表現として有効であると考えられた．  

18 Genotoxicity and carcinogenjcity of di－nitro  

fIuoranthenes KazumiHorikawa，Nobuyukj Sera，  

HiroshiTokiwa，HisashiOtsuka■：Fifthinternational  

COnference on environmentalmutagens，Cleveland Ohio  

U．S．A．，Julyll，1989．  

モノ一茂びジニトローフルオランテンの遺伝毒性及  

び発がん性   

フルオランテンのモノニトロ体，3－ニトロフルオラ  

ンテン（NF）及びジニトロ体，3，7一及び3，9－ジニ  

トロフルオランテン（DNF）は環境中に広く分布してい  

る環境汚染物質である．これらNF誘導体は枯草菌やサ  

ルモネラ菌を使った遺伝毒性スクリーニングテストで遺  

伝毒性を誘起することを示唆する結果が得られた．そこ  

で，3種のNF誘導体（3－NF，3，7－DNF，3，9  

－DNF）をF344ラット背部皮下にそれぞれ30，1，1  

mg／ラット接種すると高頻度で皮下腫瘍を誘発すること  

が分かった．一方，これらNF誘導体はとくに化石燃料  

の燃焼生成物中に含まれ呼吸器系への影響が考えられた  

のでラットの肺内に接種し，肺腫瘍発生についても検討  

を加えた．その結果，3，7一及び3，9－DNF（0．2mg／  

ラット）投与群で，それぞれ54．5，90．5％の肺腫瘍発生  

がみられた．  

＊徳島大学医学部   
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21高感度オゾン簡易測定器の開発とフィールドヘの  

適用  池浦太荘・柳川正男・黒川陽一：第30回大気汚  

染学会討論会，Jtl崎市，平成元年11月9日   

光化学オキシダントの濃度分布の把握は，高濃度地域  

の予測や高濃度現象の解明のために必要であるが，一般  

に大気汚染測定局は調査目的に合致する形で配置されて  

おらず，測定地点数も不足している．そこで，高感度な  

蛍光光度法によるオゾン測定法を開発し，自動測定局の  

補完として利用でき，かつ1時間値の測定が可能な，拡  

散抵抗膜を用いた受動式簡易測定器の試作を行った．更  

に，フィールドにおける簡易測定器の実用性を確認する  

ために，福岡・筑後平野におけるオキシダント調査を実  

施し，両平野におけるオキシダントの動態について知見  

を得ることができた．また，簡易測定器についても，濃  

度分布調査を実施するのに必要な性能を十分に満たして  

おり，実用性に間邁がないことが実証された，   

19 Carcinogenjcityofdinitroarenesintheratlung  

HiroshiTokiwa．KazumiHorikawa，NobuyukiSera，  

Kei＄uke rzumi■，MasanoriIwagawa■，and Hisa＄hi  

Otsuka ■      Fifthinternationalconference on  

N・Substituted arylcompounds：occurrence，metabolism  

and biologicalimpact of nitroarenes，Cleveland．Ohaio．  

USA．July15，1989．  

ジニトロアレーンの肺内接種による発がん性   

ジニトロフルオランテン（diNF）はサルモネラ菌や  

チャイニーズハムスターV79細胞に対して高い変異原性  

を示し，マウスの骨髄赤血球の小核を誘発することが分  

かった．更に3－ニトロフルオランテン（3－NF），3，7  

－，3，9－diNFはF344ラットの背部皮下に接種すると，  

高頻度で皮下腫瘍を発生する．呼吸器系への影響を考察  

するため，3種のNF誘導体をF344ラットの肺内に接  

種し肺腫瘍誘発性について検討した．3，7－diNFの  

0．2mg／ラット肺接種群は接種351日後に肺腫瘍が発生し，  

接種後72週で13匹中12匹（92％）が発生した．一方，  

3，9－diNFO．2m釘ラット接種群についてみると接種67  

過後で22匹中18匹（82％）が肺腫瘍を発生した．  

＊ 徳島大学医学部   

22 九州地域における大気汚染観測（4） 福岡県に  

おけるエアロゾル・ガス成分濃度調査について  宇都  

宮彬・岩本真二・大石典弘・下原孝幸・浜村研吾・石橋  

能書・植田洋匡♯・若松伸司■・村野健太郎■：第30回大  

気汚染学会，川崎市，平成元年11月10日   

浮遊粉じん中の二次粒子の挙動を把握するため，浮遊  

粉じん中の水溶性成分及びガス成分の調査を実施した．  

調査は1988年7月6日から15日まで，昼間と夜間に分け  

て，6時間毎に試料採取を実施した．調査期間中，硫酸  

イオンの高濃度プリュームが観測され，これは，上層風  

の風向及び硝酸イオンと硫酸イオンの比より，桜島火山  

の影響と考えられた．エアロゾル中の陰イオンの主成分  

は硫酸イオンであり，陽イオンの主成分はアンモニウム  

イオンであった．大気環境中のアンモニアガス濃度はエ  

アロゾル中のアンモニウムイオン濃度より高く，酸性ガ  

スの中和成分として重要である．硝酸ガス濃度はオゾン  

濃度の高い昼間にその濃度が高くなる傾向が認められた．  

＊ 国立公害研究所   

20 米ぬか食物繊雑によるPCBの集中排泄促進効果  

森田邦正・楢崎幸範・竹中重幸・深町和美・常盤賓・高  

橋克巳：第55回九州山口薬学大会，鹿児島市，平成元  

年10月14日   

生体蓄積性が高く，毒性が非常に強いPCB，PCDF及  

びPCDDは今なお油症患者の体内に残留する油症原因  

物質である．これらの有機塩素系化合物が食物繊維に吸  

着されるならば，腸管からの再吸収が抑制され，糞便中  

に排泄促進されると考えられる．ほうれんそう，小麦ふ  

すま，さつまいも，とうもろこし等から食物繊維を精製  

し，invitroの吸着実験を行った結果，米ぬか食物繊維  

はppmレベルのこれらの化合物に対して90％以上の良  

好な吸着効果がみられた．そこで，ラットにPCB（100  

mg／kg）を1回経口投与し，基本食で7日間飼育した．  

7日目に2群に分け，10％セルロース食と10％米ぬか食  

物繊維食を与え15日間ラットの糞を採取し，糞中の  

PCBを定量した．10％米ぬか食物繊維食群は15日間に66  

〝gのPCBを排泄し，10％セルロース食の2．8倍の糞中  

排泄促進効果がみられた．  
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23 九州地域における大気汚染観測（7） 福岡県に  

おける地上雨水，上空雨水および雲水の調査について  

大石興弘・宇都宮彬・岩本真二・下原孝幸・浜村研吾・  

石橋能書・植田洋匡－・村野健太郎●：第30同大気汚染  

学会，川崎市，平成元年11月10日   

雨水を酸性化する大気汚染物質の雨水あるいは雲水へ  

の取り込み過程を明らかにするために，昭和63年5月，  

7月に地上雨水，上空雨水および雲水の調査を行った．  

地上雨水のpHは上空雨水より低く，また裏水のpHは  

雨水より低いことから，地上雨水は上空雨水が山頂付近  

の雲水を取り込んでpHが低くなるものと考えられた．  

硫酸イオンは雨水を酸性化する主成分であるが，この硫  

酸イオンに対する各成分の当量比を雨水，雲水について  

比較した．その結果，カルシウムイオンは上空雨水で，  

アンモニウムイオンは地上雨水，雲水で高いことから，  

上空雨水は雲水を取り込んで，アンモニウム濃度の高い  

地上雨水になるものと考えられた，また雲水中の過酸化  

水素濃度を測定した結果，雲水のpHは過酸化水素濃度  

が高い程低くなっており，雲水中での二酸化硫貴の酸化  

反応が過酸化水素により進んでいることが推測された．  

＊ 国立公害研究所   

25 モニタリングとしての有害化学物質の変異原性  

常盤 寛・せ良暢之・中島明雄－：第30回大気汚染学  

会，川崎市，平成元年11月10日   

自動車排ガス，灯油，都市ガスの燃焼生成物中には，  

遺伝毒性，発がん性を誘起する有害化学物質が存在し，  

変異原性測定法の確立によって，新しい変異原物質，発  

がん物質が次々に確認されてきた．汚染物質の変異原性  

測定は大気中における複合物の生物活性濃度レベルを推  

定することによって，モニタリングが可能となった．変  

異原性測定法には微生物，培養細胞による方法があり，  

遺伝毒性検出法には染色体異常，姉妹染色体交換，小核  

テスト等がある。大気粒子状物質中の有害化学物質の変  

異原性測定は微生物，殊にサルモネラ菌による変異原テ  

スト系が国際的にみても依頼度が高い．本法は測定法が  

簡便であり，比較的感受性が高く，しかも定量性がある  

点ではモニタリングを行う上で有効な方法である．大気  

中に存在する変異原性物質としては芳香族炭化水素及び  

そのヒドロキシル体，アザアレーン，ニトロアレーン及  

びアルデヒド類があげられる．  

＊ 済生会下関総合病院   

24 福岡県における大気中HCHの動態について  

黒川陽一・柳川正男・平川博仙：第30回大気汚染学会，  

東京都，平成元年11月11日   

福岡県における大気中1，2，3，4，5，6－ヘキサクロロシク  

ロヘキサン（HCH）の濃度を測定した．セプパックシリ  

カに20％ポリエチレングリコールのアセトン溶液5mJ  

を含浸させ乾燥後，これを捕集剤とし，ガス状および粒  

子状のHCHを流速約1．5J／minで約3日間，空気量6－  

8m3を吸引捕集した．試料の前処理として，エチル  

エーテルにより抽出後，ヘキサンに転溶しフロリジルク  

リーンアップを行い，高分解能GC－MSによりHCHを  

測定した．水平方向に約40km離れた2地点で昭和62年  

の春期と秋期の同時期に調査を行った結果，総HCH濃  

度は0．39－2．23ng／m3の間で推移し，両地点とも同じよ  

うな濃度レベルであった．また垂直方向の分布を知るた  

めに，昭和63年に高度920mの山頂と地上で調査を行っ  

た．山頂は濃度変動が大きく，また全般的にlJ」頂よりも  

地上の方がより高い値を示し，地上では定常的な供給源  

が考えられた．  

2‘都市およぴその周辺における水溶性成分の挙動  

岩本真二・宇都宮彬・大石典弘・下原孝幸：第31〕同大気  

汚染学会，川崎市，平成元年11月11日   

要旨は本誌誌上発表抄録 p．98と同じ．   
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29 YGlO21，YGlO24様に対するニトロアレーンの変  

異原性  堀川和美・世良暢之・甲斐麻美子・常盤 覧：  

日本環境変異原学会第18回，東京都，平成元年11月23日   

ニトロアレーンを活性化する酵素系ニトロレダクテー  

ス及びアセナル転移化酵素系プラスミドをTA98株に導  

入して作られたYGlO21及びYGlO24株を使って，21種  

のニトロアレーンの変異原性を検討した．また，還元酵  

素欠損株TA98NR，TA98／1，8TDNP6を併用し，ニトロ  

アレーンの活性化酵素系について再検討を行った．その  

結果，1，3－，1，6一及び1，8一ジニトロビレン（DNP）は  

いずれもYGlO24株に高い変異原を示し，TA98のそれ  

と比較すると13－33倍の活性値を示した．また，3，7一及  

び3，9－ジニトロフルオランテン（DNF）は，TA98NR，  

TA98／1，8－DNP6抹では明かな変異原性の減少は認めら  

れなかったが，YGlO24株に対し高い変異原性を示した．  

このことからDNPs及びDNFsは，アセナル転移化酵素  

によって活性化される変異原であることが分かった．ま  

た，4．4’一ジニトロビフェニール，2－ニトロフルオレン  

は両酵素によって活性化されるタイプの変異原である．  

ニトロレダクテースによる活性系としては1－ニトロビ  

レンのみであった．   

27 人肺組織からのニトロアレーンの検出例  世良  

博之・常盤 寛・甲斐麻美子・堀川和美・中島明雄＊：  

日本環境変異原学会第18回大会，東京都，平成元年11月  

22日   

芳香族炭化水素やニトロアレーンは大気及び室内汚染  

物質の主要原因物質である．明瞭な珪肺症を呈する肺が  

ん患者の肺組織から変異原物質を検出した．本症例（64  

歳，男性，養鶏業，非喫煙者）は，右下肺葉に扁平上皮  

がんとシリコーシスによる慢性肉芽腫性リンパ節炎及び  

肺動脈の外周性狭さくによる肺高血圧症を合併し，肺が  

んの摘出除去のために右肺全摘出術を施行した例である．  

そこで肺組織の一部を抽出し，変異原物質の分析，同定  

を試みた．人肺試料をHPLCで分画精製すると，3つの  

ピークが認められ，GC・MSにより肺重量1gあたりそれ  

ぞれ1－NPが7．5ng／g，1，3－DNPが6．5ng／g及びクリ  

センが1．8ng／g同定された．この3種の変異原物質はい  

ずれも動物に対して発がん性が確認されているニトロア  

レーン及び芳香族炭化水素である．本患者では暴露源と  

しての明かな職業歴を有しておらず，住居・周囲環境に  

も粉塵源となり得る明確なものは認められなかった．  

＊ 済生会下関総合病院   

28 室内及び室外汚染物掌中に含まれるニトロアレー  

ンの同定  世良暢之・甲斐麻美子・堀川和美・常盤 寛  

：日本環境変異原学会第18回大会，東京都，平成元年11  

月22日   

灯油ストーブや都市ガス燃焼物は変異原物質を生成し  

室内を汚染する可能性がある．主要な変異原物質につい  

て大気汚染物質と比較検討した．室内汚染物質としては  

灯油ストーブと都市ガスを選び，室外は札幌市の大気を  

選んだ．室内燃焼生成物及び大気粒子状物質はⅩAD－2  

樹脂またはシリカファイバーフィルター上に捕集した後，  

超音波抽出，液一液分配，シリカゲルカラムクロマトグ  

ラフィーで分画し，HPLC及びGC－MSで分析を行った．  

灯油ストーブの燃焼生成物中には，粒子状物質あたり，  

1－NPが8．7／∠g／g，1，3－，1，6－，1，8－DNPがそ  

れぞれ1．8，1．2，0．08／∠釘g，3－NFが3．2／∠g／g，3，7  

－DNFが0．14〃g／g検出された．都市ガスの燃焼生成物  

中には，1－NPが0．057〃g／g，1，3－，1，6－，1，8  

－DNPがそれぞれ0．019，0．01，0．002〃g／g検出された．  

大気粒子状物質からもDNP，DNFが4－10pg／m3検出さ  

れた．これらの結果より，灯油ストープ燃焼物は主たる  

室内汚染源である．  

30 福岡県における放射能調査  櫓略章範・森田邦  

正・深町和美：第3］．回環境放射能調査研究成果発表会，  

千葉市，平成元年12月2日   

平成元年度フォールアウトによる放射能汚染状況を把  

握するため，降水，上水，海水，海底土，土壌，ほうれ  

んそう，大根，米，鯛，日常食及び牛乳などの全ベータ  

放射能測定及び空間線量寧測定を行った．また，牛乳，  

上水については核種分析も行った．その結果，大型水盤  

による月間降下物，降雨毎の降水，上水及び海水の全  

ベータ放射能測定値はいずれも検出限界値付近の値で  

あった．海底土，土塊，ほうれんそう，大根，米，鯛，  

日常食などは，昨年と同レベルであり，フォールアウト  

の影響は認められなかった．サーベイメータ及びモニタ  

リングポストによる空間線量率は，70－81nGy／hr及び  

13．6－22．Ocpsであり，昨年とほほ同じであった．核種  

分析では，上水中の90srは1．37mBq／l，137csは0．33－  

0．48mBq／lであった．また，牛乳中の90sr，137csはそ  

れぞれ0．03－0．06Bq／J，0．07－0．13Bq／Jであった．   
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31アスベストによる環境汚染の実態と評価  高尾  

真一・田上四郎・櫻井利彦：第16回環境保全・公害防止  

研究発表会シンポジウム，東京都，平成元年12月15E】   

立地特性別に光学顕微鏡法（PCM）により環境中に  

浮遊するアスベスト粉じんの実態を把握するとともに，  

一部の地域では電子顕微鏡法（TEM）を併用して，両  

方法の比較，アスベストの地域特性，繊維サイズの分布  

状況及び繊維状物質との関係等について検討し，これら  

の調査結果を踏まえて問題点及び今後の課題を考察した．  

長期的モニタリング手法としてPC扇が従来のデータと  

の整合性，継続性及び取扱の簡便性等の観点から採用さ  

れているが，一般環境中にはアスベスト以外の繊維状物  

質も多く存在することから，共存物質の影響を取り除い  

て精度よく計測できる方法にPCMを改善する必要があ  

る．アスベストは難分解性及び蓄積性を有することから，  

地上に落下したアスベストの再飛散による影響の評価及  

び測定方法を確立する必要がある．TEMでは繊維集合  

体の計測上の統一化が必要である等の問題点及び今後の  

課題を提起した．   

33 河川におけるユスリカ幼虫の水域指棟性  環境  

庁委託“水生態環境把握手法調査”の結果総括  山本  

美穂・杉 重昭・山腑正敏：第16回環境保全・公害防止  

研究発表会，東京，平成元年12月15日   

要旨は本誌誌上発表論文抄録 p．102と同じ．   

34 浮遊粉じん発生源寄与の推定と評価一都市間の比  

較を中心として一  岩本真二：第5回全国公害研究所  

交流シンポジウム，筑波市，平成2年1月25日   

要旨は本誌誌上発表抄録 p．99と同じ．   

32 建築物のアスベスト対策工事におけるアスベスト  

濃度について  田上四郎・櫻井利彦・高尾真一：第16  

回環境保全・公害防止研究発表会，東京都，平成元年12  

月14日   

建築物に使用されている吹付けアスベストによる環境  

汚染を防止するためにアスベストの除去，封じ込め，囲  

い込み等の対策工事が各方面で行われている．そこで，  

吹付けアスベスト対策工事におけるアスベスト粉じんの  

発生状況を把握する目的で調査を行った．対策工事が行  

われた施設Aの除去工事箇所Alにおいては工事中の室  

内アスベスト濃度は平均120000f／Jと高く，封じ込め  

工事箇所A2においては平均8．7fハと低かった．施設  

Bの除去工事箇所Blにおいては平均35000f／Jと高く，  

また工事室内減圧用のフィルター付換気装置の排出口に  

おいて平均51f／Jの値が観測された．除去工事は封じ込  

め工事や囲い込み工事と比較して高濃度のアスベスト粉  

じんを発生するので，施工に当たっては充分な考慮と対  

策が必要である．  

35 トニトロビレン，3－ニトロフルオランテンの分  

析法  久冨啓次・松枝隆彦・永瀬 誠・大崎端彦：第  

7回環境科学セミナー，所沢市，平成2年2月8日   

要旨は本誌誌上発表論文抄録p．97と同じ．   

3‘1，3－，1，6－，1，8－ジニトロビレンの分析法  

永瀬 誠・大嶋靖彦・久冨啓次・松枝隆彦：第7国環境  

科学セミナー，所沢市，平成2年2月8日   

要旨は本誌誌上発表論文抄録p．97と同じ．   
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39 福岡で分離した淋菌の薬剤感受性と薬剤耐性プラ  

スミド保有状況  世良暢之・堀川和美・甲斐麻美子・  

村上光一・小河 章：第15回九州衛生公害技術協議会，  

大分市，平成2年2月22日   

福岡県におけるPPNGの分離率，薬剤感受性試験及  

びプラスミドの保有状況について調査した．被検材料は，  

福岡市内某病院泌尿器科における外来患者由来の淋菌で，  

1987年から1989年にかけて分離した計77株である．届出  

淋疾患者数は増加傾向が認められ，極東地域でのり息も  

かなり含まれるものと思われる．また，患者の男女比も  
従来の3：1から2：1になった．PPNGは分離菌株77  

株中6株に認められ（分離率8％），感染場所はいずれも  

国内で海外渡航歴はなかった．淋菌の薬剤感受性成績は，  

Non－PPNGとPPNGではペニシ］）ン系の薬剤に対して最  

小発育阻止濃度（MIC）に10－20倍の差が認められ，臨  

床上の第一選択割としてペニシリンが無効な淋菌の存在  

を裏付けている．分離したPPNG6株は電気泳動の結  

果から3種類のプラスミドを保有し，その分子量は約  

2．6，4．4，24．5Mdaltonで，東南アジア由来株である  

という疾学的な結果とも一致する．またPPNGに加え，  

多剤耐性淋菌の出現の可能性も考えられる．   

37 福岡県におけるサーベイランスの検査状況につい  

て  梶原淳睦・千々和勝己・福吉成典・高橋克巳：第  

15回九州衛生公害技術協議会，別府市，平成2年2月22  

日   

福岡県における結核■感染症サーベイランス事業の検  

査状況について，1989年まで解析した．本事業を通じて，  

当課に搬入された検体数と検査対象疾病の種類は，年々  

増加する傾向にある．これらの検体に対するウイルス分  

維・同定検査を実施した結果，例年搬入される主要な疾  

病の原因ウイルスを同定することができ，各疾病に対す  

る原因ウイルスの経時的な変化を明らかにすることがで  

きた．また，患者発生状況との比較検討により，各原因  

ウイルスの流行の特徴が明らかになり，今後の流行を予  

測するための，若干の知見も得られた．   

38 福岡県の非細菌性食中毒横車例より検出された非  

定型ロタウイルス  大津隆一・石橋哲也・福吉成典・  

高橋克巳：第15回九州衛生公害技術協議会，別府市，平  

成2年2月23日   

県下の小学校で発生した非細菌性食中毒棟事例から，  

従来の定型口タウイルス（A群）と異なる比較的珍しい非  

定型口タウイルス（C群）を検出した．   

患者は2年生を中心に，19名が腹痛（63％），下痢（42  

％），嘔吐（63％）等を主症状とした急性胃腸炎を発症し  

た．RPHA法によるA群口タウイルス抗原検出の結果は  

すべて陰性であったが，電子顕微鏡下で直径約70nmの  

ロタウイルス棟粒子が多数観察された．PAGE法によ  

るRNA泳動型解析の結果，検出粒子の泳動型はC群ロ  

タウイルスの泳動型と一致し，本症例の起因ウイルスで  

あることが示唆された．今後このような新しい病原ウイ  

ルスによる急性胃腸炎の集団発生に注意を払う必要があ  

る．  

40 小学校の学校給食が原因と考えられるネズミチフ  

ス菌による食中毒  堀川和美・世良暢之・甲斐麻美  

子・小河 章・宮尾武敏■・岡田朝次■：第15回九州衛  

生公害技術協議会，大分市，平成2年2月22日   

平成元年5月11日，福岡市近郊のA小学校において，  

同一給食を摂食した小学枚生徒及び職貞966名中，患者  

数としては26名（2．7％）であるが，患者が連続的に発  

生し，特に366名（37．8％）にのぼる保菌者を検出した  

特異なケースの集団食中毒事例が発生した．食中毒探知  

後，5月18日から20日の3日間，患者及び有症者便55件，  

検食3日分（5月15日－17日），調理関係施設の拭き取り  

材料及び水について食中毒細菌検査を実施した．検査の  

結果，55名中35名（63．6％）からS．Typhimuriumが検  

出されたが，他の検査材料からは同菌を検出することは  

出来なかった．また，患者及び有症者が連続的に発生す  

るため，学校関係者全員について同菌検索を行ったとこ  

ろ全体の37．8％が同菌を保菌していることが分かった．  

これら無症状排菌者については抗生物質を投与せずに自  

然排菌を待った．その後保菌者の追跡調査を行った結果，  

4箇月後には1名の排菌者を除き全員が陰性化した．  

＊ 福岡県宗像保健所   



一114－  

41ラットにおけるPCB排泄に及ぼす米ぬか食物繊  

維の効果  森田邦正・櫓崎幸範・竹中圭幸・深町和  

美・常盤覚・高橋克巳：第15回九州衛生公害技術協議会，  

大分市，平成2年2月22日   

ラットにPCB（100mg／kg）を1回経口投与し，基本  

食で飼育後，7日目に2群に分け，15日間10％セルロー  

ス食と10％米ぬか食物繊維食を与えた．新たに，ラット  

にPCB（1mg／kg）を1回経口投与し，基本食で飼育  

後，7日日に6群に分け，15日臥10％セルロース食，  

5％，10％，20％米ぬか食物繊維食，5％コレスチラミ  

ン食，5ヲ‘コレスチラミン＋10％米ぬか食物繊維食を  

各々与えラットの真申に排泄されたPCBを定量した．  

100mg／kg投与の場合，10％米ぬか食物繊椎食群の15日  

間のPCB排泄量は66／‘gで，10％セルロース食の2．8倍  

であった．1mg／kg投与の場合，5％，10％，20％米ぬ  

か食物繊維食群，5％コレスチラミン食群，5％コレス  

チラン＋10％米ぬか食物繊維食群の15日間のPCB排泄  

量は10％セルロース食群の1．2，1．5，2．1，2．4，4．9倍多  

かった．米ぬか食物繊維，コレスチラミンともPCB排  

泄効果があり，特に，コレスチラミンと米ぬか食物繊維  

を混合した食餌には相乗的な糞中排泄促進効果がみられ  

た．   

43 雨水・雲水中のアルデヒド濃度について  濱村  

研吾・大石興弘・宇都宮彬：第15回九州衛生公害技術協  

議会，別府市，平成2年2月23日   

雨水・雲水中のホルムアルデヒド（HCHO）とアセト  

アルデヒド（CH3CHO）の濃度を測定し，硝酸イオン，  

硫酸イオン，過酸化水素との関係について検討した．雨  

水中からHCHOが0．02－0．12FL g／ml，CH3CHOが  

0．01－0．31／‘g／mJ，雲水中からHCHOが0．13－1．45／‘  

g／m‘，CH3CHOが0．03－1．40／‘g／血それぞれ検出された．  

全般に雲水よりも雨水の方が低濃度だった．HCHOと  

CH3CHOの此は，雨水では降雨毎に，雲水では採取地点  

の高度により違いがみられた．HCHO，CH3CHOとpH，  

硫酸イオン，硝酸イオンの二次汚染質との相関をみたが，  

明確な関係は得られなかった．   

42 ダブルフレームFPD－GCによる食品の有機リン  

系農薬，有機スズ化合物の分析 深町和美・田中義  

人・中川礼子：第15回九州衛生公害技術協議会，別府市，  

平成2年2月22日   

FPDはリン化合物，硫黄化合物について極めて高感  

度で高選択性の検出器であるが，クェンチング（消光）  

現象による定量の妨害がある．この現象を防ぐダブルフ  

レーム・FPD法が考案され，製品化された．   

このダブルフレpム・FPD－GCへの試料液注入量の  

影響をリン系農薬（6種混合の標準液：0．1ppm），  

TBTO（1．Oppm）について検討した．リン系農薬の場  

合， ピーク高と試料液注入量の関係はヘキサン，ベンゼ  

ン溶液では100／りまで直線的であったが，アセトン溶  

液では80／‘Jまで直線であった．溶媒によってこの直線  

の傾きが若干異なる傾向にあった．一方，TBTOの場合，  

40／‘J注入まで直線性が得られた．   

本法では，残甲農薬分析法（昭和60年8月 厚生省生  

活衛生局食品化学課編）におけるカラム処理が省略でき，  

試料よりアセトンーヘキサン又は－ベンゼンで抽出し，濃  

縮（50－100mJ）した試料液を本GCに50／り注入して分  

析するため，分析が短時間で出来る．  

44 水道水中の3－Ch［oro－4－dich10rOmethyl－5－hyd－  

roxy－2（5H）－furanone（MX） 石黒辣尚・大野健治  

：第15回九州衛生公害技術協議会，別府市，平成2年2  

月22日  

1984年 B．Holmbomらによりパルプ廃液中から強い  

変異原性を有するMXが発見され，その後，フィンラ  

ンド及びアメリカ合衆国において水道水中からMXが  

検出されたと報告された．そこで，福岡県内の水道水及  

び故紙再生工場排水等のMX漉度を測定した．その結  

果，故紙再生工場工程水から0．5－1．5／‘g／J，排水から最高  

0．01／‘g／J．下水処理場排出水から0．04／‘g／上のMXが検  

出された．一方，水道水のMX濃度は0．2－0．4ng／J，変  

異原性は830－1400Net RevノJであり，欧米のそれ，  

5－50ng／J，3500－6000NetRevノJに比べてかなり低い値  

であった．これは，塩素処理の過程で水中のフミン質等  

の有機成分が塩素化，分解されてMXを生成すると考  

えられており，今回調査した水道水の原水のTOCが，  

0．7－1．Omg／Jと欧米のそれ（5－20mg／り に比較して低  

かったためであると考えられる．   
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48 小規模事業場（豆腐製造業）排水の汚濁負荷につ  

いて  永淵義孝・中村又善・松尾宏・永淵修・鳥羽峰  

樹・角敏之＊・福永正俊＊＊・宮崎傑太郎＝：第24回水  

質汚濁学会，川崎市，平成2年3月15日   

小規模な豆腐製造工場（排水量3m3／日）を対象に，  

稼働開始時から終了時までの製造工程別排水水質を連続  

調査し，汚濁負荷量等について検討した．その結果，  

BOD汚濁負荷量は浸清水排出後の午前4時頃から同6  

時30分頃にかけて2つの大きなピークがみられ，前者の  

ピークは寄せ込み排水に，後者のそれはさらし排水に起  

因するものであった．浸漬，寄せ込み，さらし及び洗浄  

のそれぞれの工程での負荷量が仝負荷量に及ぼす割合は，  

それぞれ16．3％，31．6％，37．3％，14．8％であった．こ  

れらの値を文献値と比較したところ，特に，さらしの割  

合が文献借（4．3％）と比べて抜群に高くなった．これ  

は工場間での操業形態の差異，すなわち調査対象工場で  

は大部分の水がさらし工程に使用されることに起因する  

ものと考えられた．   

＊ 福岡県筑紫保健所  

＊＊ 福岡県環境整備局公害課   

45 アスベスト含有製品製造工場周辺のアスベスト濃  

度の測定  櫻井利彦・田上四郎・高尾真一・馬場快  

彦＊：平成元年度日本産業衛生学会九州地方会，熊本市，  

平成元年6月11日  

ファイバーエアロゾルモニターを用いた環境大気  

中のアスベスト濃度の測定について  櫻井利彦・田上  

四郎・高尾真一：第15回九州衛生公害技術協議会，長崎  

市，平成2年2月23日   

アスベスト発生源周辺の環境中アスベスト濃度を把握  

する目的で，アスベスト含有製品製造工場のアスベスト  

敷地境界濃度（asb濃度）を光学顕微鏡法で測定した．  

また，10試料については試料採取時にファイバーエアロ  

ゾルモニターを用いて繊維状物質濃度（FAM濃度）の  

測定を試みた．その結果，各工場の各測定地点の．asb濃  

度の平均値は1．48－2．48fハの範囲であり，我々が過去  

に調査した商業地域の平均値の範囲0．98－3．04f／Jと比  

較して特に高い値は示さなかった．またFAM濃度と  

asb濃度の比較を試みるためにasb濃度をFAM濃度の  

測定下限値に対応させて両者の相関を取ってみると，  

n＝10で相関係数0．898と両者にはよい一致がみられた．  

＊ 産業医科大学   

血 石英紙維濾紙を用いた水中の懸濁物質，強熱減王，  

懸濁態有機炭素および懸濁態有機窒素の連続測定  永  

淵 修：第15回九州衛生公害技術協議会，別府市，平成  

2年2月23日   

要旨は本紙誌上発表抄録p．101と同じ．   

49 環境中の農薬  －ゴルフ場の農薬汚染（Ⅰ）一  

石黒辣尚・大野健治・北森成治：第24回水質汚濁学会，  

川崎市，平成2年3月17日   

ゴルフ場で使用される農薬は，殺虫剤，殺菌剤，除草  

剤であるが，このうち殺虫剤及び除草剤は殺菌剤に比べ  

て使用量が多い．そこで，1988年10月－1989年11月にか  

けて，ゴルフ場及び周辺地域において殺虫剤（ダイアジ  

ノン，フェンチオン，フユニトロチオン）及び除草剤  

（ダクタール，オルソベンカーブ）による水質汚染実態  

調査を行った．その結果，殺虫剤のうち使用量が多かっ  

たダイアジノンが調整池，排水溝から検出されたが（最  

高0．6／∠g／り，排水が流入する河川からは検出されな  

かった．一方，除草剤のダクタールは，調整池，排水溝  

から最高4．3／∠g／J検出され，排水が流入する河川から  

も最高0．6／上g／Jが検出された．ゴルフ場周辺の井戸水  

（1］＿件）の調査では，上記の5種類の農薬は全く検出さ  

れなかった．以上の結果から，ゴルフ場で使用される農  

薬は，環境水の汚染源としては小さいと考えられる．   

47 力丸ダム湖の富栄養化の変遷  永淵 修・永淵  

義孝・村田敦子・松尾 宏・中村文書：第24回水質汚濁  

学会，川崎市，平成2年3月16日   

力丸ダム湖は昭和40年湛水以来，24年を経過した，そ  

の間，藻類活動の変遷は湛水初期の富栄養化に始まり，  

その後，藻類活動は一時鎮静化したが，昭和50年頃から  

淡水赤潮が発生しはじめ，ここ数年は5月下旬から6月  

上旬の珪藻のブルーム，夏，冬の淡水赤潮の発生と年々  

富栄養化の程度が進行してきた．そして平成元年7月初  

め湖面全体にアオコ（ミクロキスティス）の大発生をみ  

るまでに富栄養化の状況は進行した．これら本ダム湖の  

富栄養化の歴史を，藻類の変遷，流域環境の変遷から検  

討した．  
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14）大型底生動物による河川水質評価へのDAIpoの   

応用  

環境生物課 杉  泰昭  

第142回（平成元年6月30日）  

1）「コンピュータ通信の変遷と今後」  

NEC 中島  隆  

2）「GC－MS（MAT90）の性能と応用について」  

管理課 松枝 隆彦  

第143回（平成元年9月27日）  

1）第5回国際変異原学会に参加して  

細菌課 堀川 和美  

2）ビデオ「健康の主役 ミクロメイト」  

第144回（平成元年10月30日）  

1）ハザード対策の原理と実際   

日立冷熱株式会社九州支店 部長代理 井上  茂  

第145回（平成元年11月30日）  

1）福岡県のがん登録のしくみ  

疫学課 篠原 志郎  

第14‘回（平成元年12月28日）  

1）油症治療に伴う原因物質PCB．PCDF等の排泄  

衛生化学課 飯田 隆雄  

第147回（平成2年1月30日）  

1）リージョナルスケールの大気汚染  

大気課 宇都宮 彬  

2）ビデオ 大気課収録の調査  

第148回（平成2年2月16日）  

1）小学校の学校給食が原因と考えられるネズミチフ   

ス菌による食中毒  

細菌課 堀川 和美  

2）福岡で分離された淋菌の薬剤感受性と薬剤耐性プ   

ラスミド保有状況について  

細菌課 世良 暢之  

3）福岡県の非細菌性食中毒棟事例により検出された   

非定型ロタウイルス  

ウイスル課 大津 隆一  

4）福岡県におけるサーベイランスの検査状況につい   

て  

ウイルス課 梶原 淳睦  

5）ダブルフレームFPD－GCによる食品の有機リン   

集  談   

平成元年度中に実施した福岡県衛生公害センター集談会  

は，次のとおりである，  

第140回（平成元年4月27日）  

1）騒音の知識一静かな環境を求めて一  

九州芸術工科大学教授 佐々木 害  

第141回（平成元年5月15日）  

1）漬物中に存在する変異原物質の同定  

細菌課 世良 暢之   

2）消毒剤から分離したセラチアの性状について  

細菌課 甲斐麻美子   

3）福岡県における感染症の流行について（昭和62  

年・63年）  

ウイルス課 梶原 淳睦   

4）インフルエンザ不括化ワクチンの経鼻接種試験   

（第2報）  

ウイルス課 石橋 哲也   

5）油症患者皮下脂肪，母乳，血液中のPCDF，  

PCDDについて  

衛生化学課 深町 和美   

6）タバコ煙からのホルムアルデヒド生成と個人暴露  

量  

衛生化学課 楢崎 幸範   

7）ガスクロマトグラフィーによる環境試料中の有機  

スズ化合物の定量  

管理課 永瀬  誠   

8）三郡山におけるバックグラウンドオゾンの挙動  

大気課 宇都宮 彬   

9）雨水成分に関する調査一地上雨水と上空雨水各成  

分濃度の比較一  

大気課 大石 典弘  

10）ゴルフ場の農薬に関する調査  

水質課 石黒 靖尚  

11）河川におけるベンゾエビンの生分解性  

水質課 馬場 義輝  

12）路上粉じん中のアスベストについて  

環境理学課 櫻井 利彦  

13）大気清浄度指数による福岡県内6地区の大気環境  

評価  

環境生物課 笹尾 敦子  
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系農薬，有機スズ化合物の分析  

衛生化学課 深町 和美  

6）雨水・雲水中のアルデヒド濃度について  

大気課 演村 研吾  

7）大型底生動物による河川水質評価へのDAIpoの   

応用  

環境生物課 杉  寿昭  

8）水道水中の3－Chloro－4－dicloromethyl－5－hydro   

xy－2（5H）－furanone（MX）  

水質課 石黒 靖昭  

9）石英繊維ろ紙を用いた水中の懸濁物質（SS）・   

強熱減量（IL）・懸濁態有機炭素（POC）及び懸濁   

態有機窒素（PON）の連続測定  

水質課 永渕  修  

10）ファイバーエアロゾルモニターを用いた環境大気   

中のアスベスト濃度の測定について  

環境理学課 横井 利彦  

第149回（平成2年3月30日）  

1）河川の生物による水城環境の評価  

－ユスリカ幼虫を用いた新しい試み一  

環境生物課 山本 英穂   
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講  師  派  遭  

主  催  名
 
 

職
 
 

所
 
 
 

場
 
 

氏  名  年 月 日  名  

九州ゴルフ連盟グリーン委員会   

環 境 整 備 局 公 害 課  
〃  

ク  

〃  

㈲ビル管理教育センター  

月
 
 
 

究
 
 
 

研
 
 
 

町
 
 

山
 
 

久
 
 

石黒 靖尚  H．1．5．26  九州ゴルフ加盟クラブ・グリーン管  

理 者 佳 肴 教 育 研 修 会  

H．1．6．8  水  辺  教  室  

〃  〃  

H．1．7．7  〃  

H．1．7．11  〃  

H．1．7．18 厚生大臣指定建築物環境衛生  

管 理 技 術 者 講 習 会  

前原町 専門研究員 杉  寿昭   
〃  〃  山崎 正敏  

田 川 市  〃  〃  

筑穂町  〃  杉  泰昭  

福 岡 市 環境化学部長 武藤 博昭  

大 気課 長 石橋 龍吾  

専門研究員 宇都宮 彬  
〃  柳川 正男  

〃
 
 
ク
 
 
ク
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
ク
 
 
〃
 
 
〃
 
 

〃
 
 
〃
 
 
ク
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
ク
 
 
〃
 
 

〃  

〃  

ク  

ク  

ノシ  

ク  

〃  

ク  

ノシ  

〃  

〃  

ク  

ク  

〃  

福岡市保健所環境衛生監視月研修  

保健所検査関係技術職貝研修会  
ク  

水  辺  教  室  
ノケ  

ノケ  

「廃棄物処理施設技術管理者  

資格認定講習」面接授業  

〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
〃
 
 
・
 
ク
 
 
ク
 
 
〃
 
 
〃
 
 
 
 
 
・
 
ク
 
 

岩本  

池浦  

高尾  

木本  

八尋  

田上  

二
荘
一
雄
幹
郎
 
 

眞
太
実
行
正
四
 
 

研
 
環
研
 
 
 
水
専
 
 
 
環
環
細
り
専
 
 

月
 
 
長
貞
 
 

課
 
 

究
〃
鮮
究
〃
 
 

境
 
 
 

長
貞
 
 
 
長
長
長
長
月
 
 

〃
筆
〃
棚
椚
紺
冊
醐
〃
 
 

F
 
 

近藤 紘之  

永淵 義孝  

北森 成治  

徳永・隆司  

山本 英穂  

高尾 真一  

小河  幸  

福吉 成典  

杉  泰昭  
ケ  

7．19  H．1  

〃  

ク  

ク  

ケ  

福岡市衛生局保健部環境衛生課  

衛 生 部 保 健 対 策 課  
〃  

環 境 整 備 局 公 害 課  
〃  

ノシ  

㈲日本環境衛生センター九州支局  

ク  

〃  

〃  

ケ  

ク  

ノケ  

鹿児島大学工学部応用化学科  

五団体合同安全公害対策九州支部  

環  境  庁  

環 境 整 備 局 整 備 課  

㈲ビル管理教育センター  

国 立 公 害 研 究 所  

環  境  庁  

衛 生 部 保 健 対 策 課  
ク  

㈲ビル管理教育センター  

北九州市環境衛生研究所  

衛 生 部 生 活 衛 生 課  

市
市
市
市
市
 
 

ク
〃
‥
岡
‥
木
棚
錮
醐
 
 

福
 
 
 
甘
大
久
大
 
 

1
 
8
 
 
 
 
2
 
3
 
5
 
8
 
2
 
1
 
 
 
 
2
 
2
 
 
 

7
 
（
‖
0
 
 
 
 
8
 
8
 
0
 
1
 
 

1
 
1
 
 

l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
l
 
 

H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
H
 
 

ノン  〃  

長 高橋 克巳  所
 
 

〃   疫 学課 長 篠原 志郎  

〃   専門研究員 徳永 隆司  

ク   所  長 高橋 克巳  

〃   疫 学 課 長 篠原 志郎  

H．1．11．9  〃  

ク  ク  

H．1．11．22  ク  

H．1．11．24  ク  

H．1．12．5  ク  

H，2．1．17  ク  

H．1．12．8 第 32 回 応 化 セ ミ ナ ー  

H．1．12．11 建設工事に伴う公害防止講習会  

H．1．12．15 第16回環境保全・公害防止研究発表会  
H．1．12，19  そ族・昆虫担当者技術講習会  

H．2．1．23 厚生大臣指定清掃作業監督者講習会  

H．2．1，25  全国公害研究交流シンポジウム  

H．2．2．9  第 7 回環境科学セ ミ ナ ー  

H．2．2．15  保 健 所 技 術 職 月 研 修 会  
/I ク  

H．2．2．26 厚生大臣指定防除作業監督者講習会  

H．2．3．7 職  員  研  修  会  

H．2．3．27  職 員 衛 生 監 視 貞 講 習 会  

〃
 
 
〃
 
 

〃
 
 
ク
 
 

鹿児島市  

福 岡 市  

東京都  

太宰府市  

福 岡 市  

つくば市  

東京都  

太宰府市  
ノケ  

福 岡市  

北九州市  

福 岡 市  

章
雄
一
敏
巳
二
巳
寛
章
穂
敏
美
 
 

孝
行
真
正
克
真
克
 
 
 
英
正
和
 
 

原
本
尾
崎
橋
本
棉
磐
河
本
崎
川
 
 

下
木
高
山
高
岩
高
常
小
山
山
堀
 
 
 

主 任 技 師  

研 究 貞  

環境理学課長  

専門研究員  

所  長  

研 究 員  

所  長  

保健科学部長  

細 菌 課 長  

環境生物課長  

専門研究月  

研 究 貞  



一119－  

研  修  

期  間  研  修  名  受 講 者  （人数）  担 当 課  

保健所検査課職貞水質検査研修（第1回）  

福岡大学医学部衛生学・公衆衛生学野外実習  

農 薬 検 査    抗 菌 剤 検 査  

変  異  原  性  試   験  研  修  

保健所検査課職月食品検査研修（第1回）  

保健所検査課職月水質検査研修（第 2 回）  

保健所検査課職員細菌検査研修（第1回）  

細  菌  検  査  研  修  

保健所検査課職員細菌検査研修（第 2 回）  

保健所検査課職月食品検査研修（第 2 回）  

保健所検査職貞  （5名）  水 質 課  

医学部4年生  （6名）  大 気 課  

剛ヒ九州生活衛生科学センター （1名）  衛生科学課  

Hl．7．17－21   

Hl．7．24－28   

Hl．7．27－ 9．1   

Hl．8．7－H2．1，31   

Hl．9．4－ 8   

Hl．10．30－11．2   

Hl．12．11－15   

Hl．12．11－15   

H2．3．5－ 9   

H2．3．12－16  

（1名）  細 菌 課  

（6名）  衛生化学課  

（6名）  水 質 課  

（7名）  細 菌 課  

（1名）  細 菌 課  

（7名）  細 菌 課  

（6名）  衛生化学課  

九州大学工学科生  

保健所検査課職員  

保健所検査課職員  

保健所検査課職員  

日本環境衛生センター職月  

保健所検査課職眉  

保健所検査課職員  

職  員  技  術  研  修  

期  間  研  修  名  主  催  場 所   職  名  氏  名  

H．1．5．17－5．26  →  般  分  析  研  修  公 害 研 修 所  所沢市 技  師 演村 研吾   

H．1．9．17－9．23  ゲルマニウム装置の実技研修  （晰日本分析センター  千葉市 専門研究員 森田 邦正   

H．2．1．16－1．25  情  報  処  理  研  修  公 害 研 修 所  所沢市 技  師 今村由貴子   



（平成2年3月31日）  職   員   名   蒲   

部課名 職 名 氏 名 差違妄言盲  氏 名 壷屋妄言苗  名
 
 

職
 
 

名
 
 
 

課
 
 
 

部
 
 

専門研究月 毛 利 隆 美 S．50．8．1  

主 任 技 師 竹 中 重 幸 S．56．12．1  

〃  檜 崎 幸 範 S．55．6．1  

技  師 平 川 博 仙 S，61．7．1  

ク  田 中 義 人 H，1，4．1  

ク  久保山 登志子 S．35．4．1  

環境科学部  環境科学部長 武 藤 博 昭 S．48．9．10   

大 気 課 大 気 課 長 石 橋 能 書 S．39．4．13  

専門研究員 宇都宮   彬 S．53．10．1  

ク  柳 川 正 男 S．45．5，1  

研  究  貞 岩 本 眞 二 S．48．1．11  

〃  池 浦 太 荘 S．59．2．1  

棉
 
 
水
保
元
川
井
川
川
山
原
浦
脇
崎
 
 

高
欠
清
久
安
市
坂
平
 
下
大
椿
松
山
大
 
 
 

師
 
 
長
査
月
 
 

長
長
長
長
杢
手
車
 
 

克
 
 

巳 S．47．4．11  

部
課
主
主
 
 
 

所
 
 理
務
務
任
 
 

所
副
管
稔
事
主
主
 
 

貞  

幹 夫 S．1．4．1  

博 郎 S．62．5，15  

トヨ子 S．60．4．24  

英 雄 S．62．6．1  

秀 男 H．1．4．10  

真 理 S．60．4．24  

恵 美 S．63．4．1  

喬 幸 S．49．1．5  

義 男 S．63．4．1  

聴 朗 S．52．10．15  

米 子 S．60．4．24  

靖 彦 S．39．4．13  

管 理 部   

総 務 課  

ク
 
 
〃
 
 
 
 
 
 
〃
 
 

技
 
 
管
事
専
 
 

課
 
 

理
 
 

管
 
 

課
主
究
 
 

研
 
 

理
務
 
ヨ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
R
「
■
 
 

大 石 興 弘 S．52．11．1  

主 任 技 師 黒 川 陽 一  S．57．4．1  

原 孝 幸 S．58．8．1  

村 研 吾 S．62．12．1  

藤 紘 之 S．49．8，17  

淵 義 孝 S．45．11．2  

日   智 S．50．10．31  

森 成 治 S．49．4．1  

永 隆 司 S．46．1．5  

村 又 善 S．46．1．11  

野 健 治 S．58．7，1  

木 建 治 S．53．6．1  

尾   宏 S．57．6，1  

淵   修 S，58．7．1  

黒 靖 尚 S．57．11．1  

場 義 輝 S．62．8．17  

羽 峰 樹 S．63．11．7  

尾 真 一 S．45．9．1  

本 行 雄 S．48．9．10  

尋 正 幹 S．48．9．10  

上 四 郎 S．49．1．5  

井 利 彦 S．59．5．1  

本 英 穂 S．34．8．16  

寿 昭 S．48．9．10  

田 敦 子 S．48．11．1  

崎 正 敏 S．50．11．1  

田 隆 一 H．1．10．1   

田 辺 敏 久 S．48．7．17  

松 枝 隆 彦 S．47．4．1  
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研 究 員 〃 永 瀬   誠 S．47，4．1  

ク  久 宮 啓 次 S．57．5．1  

主 任 技 師 大久保 彰 人 S．55．9．1  

主  事 田 中 和 樹 S．61．4．24  

技  師 今 村 由貴子 H．1．3．1  

ク  廣 田 弘 俊 S．52．4．1  

保健科学部  保健科学部長 常 盤   寛 S．33．6．1   

細 菌 課 細 菌 課 長 ′ト 河   章 S．46．5．21  

研  究  員 堀 川 和 美 S．54．6．1  

主 任 技 師 世 良 暢 之 S．60．4．24  

技  師 甲 斐 麻美子 S．63，10．1  

ク  村 上 光 一 H．1．6．1   

ウイルス課 ウイルス課長 福 吉 成 典 S．50．8．1  

研  究  月 大 津 隆 一  S．60．8．1  

主 任 技 師 千々和 勝 己 S．54．4．1  

ク  梶 原 淳 睦 S．62．4，1  

技  師 石 橋 哲 也 S．62．6．1   

疾 学 課 疾 学 課 長 篠 原 志 郎 S．48．10．1  

研  究  員 片 岡 恭一郎 S．48．6．1  

技  師 松 本 源 生 H．1．6．1   

衛生化学課 衛生化学課長 深 町 和 美 S．45，7．1  

専門研究員 飯 田 隆 雄 S．45．5．1  

専門研究員 中Jll礼 子 S．46．8．2  

ク  森 田 邦 正 S．47．6．16  

月
 
 

〃  

ク  

ク  

〃  

主 任 技 師  

技  師  

環境理学課 環境理学課長  

研  究  員  
ク  

ク  

主 任 技 師  

環境生物課 環境生物課長  

専門研究月  
ク  

ク  

技  師  
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編 集 後 記   

近年，高齢化社会に伴う成人病対策，エイズウイルスの国内浸潤，放射能汚染の実態及び地球環境レベ  

ルからみた環境汚染等種々な行政的，社会的ニーズに応えるため，衛生公害センターの果たす役割は極め  

て大きいと考える．   

平成元年度の衛生公害センター年報の編集にあたり，一年間の事業及び調査研究成果を網羅することに  

努めた．内容的には本県委託事業に加えて，環境庁，厚生省，科学技術庁等からの委託調査事業が増加し  

ていることがわかる．各項目について事業概要及び成績が詳細に記載されている．又，当年度はこれら一  

般事業に加え研究論文8編を掲載した．業績概要とともに研究業務の掲載によって年報の学術性が高まる  

ことを期待したい．  

編 集 委 員  

常 盤  寛   

松 浦 聴 朗   

永 瀬  誠   

世 良 暢 之   

大 津 隆 一   

片 岡 恭一郎  

中 川 礼 子   

大 石 輿 弘   

徳 永 隆 司   

中 村 又 善  

山 崎 正 敏  

田 中 和 樹   
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